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は
じ
め
に

　
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
日
本
を
席
巻
し
た
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ル
経
済
」
が
崩
壊
し
た
の
ち
、
九
〇
年
代
後

半
か
ら
は
、
長
引
く
不
況
を
反
映
し
て
不
安
定
な
雇
用
状
況
の
時
代
が
続
い
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
女
性
の
労
働
状
況
は
男
性
の
そ
れ

に
も
増
し
て
厳
し
い
。
た
と
え
ば
、
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
完
全
失
業
率
（
労
働
力
人
口
に
占
め
る
求
職
活
動
者
）
は
八
○
年
代

半
ば
か
ら
毎
年
、
お
お
む
ね
女
性
が
男
性
を
上
回
る
ト
レ
ン
ド
に
あ
り
、
一
九
九
七
年
に
は
女
性
三
・
四
％
と
、
こ
の
四
〇
年
来
の
最

　
　
　
　
　
　
（
1
）

高
水
準
に
達
し
た
。

　
厳
し
い
雇
用
環
境
は
求
人
・
求
職
の
動
向
に
も
直
結
し
て
い
る
。
新
規
求
職
者
は
九
六
年
を
除
い
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
続
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

九
七
年
に
は
女
性
の
新
規
求
職
者
が
前
年
比
三
・
六
％
増
、
男
性
が
前
年
比
五
・
八
％
増
で
あ
っ
た
。
有
効
求
人
倍
率
は
九
二
年
に
は

一
・
○
八
人
だ
っ
た
も
の
が
九
三
年
は
○
・
七
六
人
、
九
六
年
は
○
・
七
〇
人
、
そ
し
て
九
七
年
に
は
○
・
七
二
人
と
、
一
を
割
っ
て

　
　
（
3
）

久
し
い
。
大
学
・
短
期
大
学
の
新
規
学
卒
者
の
就
職
率
も
九
二
年
以
降
低
下
の
基
調
に
あ
り
、
九
六
年
に
は
六
割
台
の
最
も
低
い
水
準

に
落
ち
込
ん
だ
。
九
七
年
に
は
若
干
の
増
加
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
大
学
卒
の
女
性
の
就
職
率
が
六
割
強
、
男
性
が
七
割
強
、
女
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

多
く
を
占
め
る
短
大
卒
は
七
割
弱
と
い
っ
た
水
準
で
あ
る
。
働
く
こ
と
に
意
欲
を
も
っ
た
女
性
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
機
会
が
充
分
で
は
な
い
の
が
実
状
な
の
で
あ
る
。

　
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
と
の
関
連
で
、
新
聞
求
人
広
告
に
お
け
る
女
性
の
募
集
実
態
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
均
等
法
の
成
立
し
た
八
五
年
、
施
行
さ
れ
た
八
六
年
、
施
行
五
年
後
の
九
一
年
の
三
回
に

わ
た
っ
て
、
お
の
お
の
一
〇
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
全
国
紙
三
紙
の
求
人
広
告
の
内
容
分
析
を
行
い
、
そ
の
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結
果
を
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
新
聞
の
う
ら
・
お
も
て
』
（
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
編
著
、
現
代
書
館
、
一
九
九
六
年
刊
）
に
発
表
し

た
。
そ
こ
で
は
、

　
（
a
）
　
均
等
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
違
法
な
「
男
子
募
集
」
と
い
う
求
人
表
示
が
均
等
法
後
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
、

　
（
b
）
事
務
職
や
サ
ー
ビ
ス
職
に
女
性
の
募
集
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、

　
（
c
）
　
女
性
募
集
に
お
け
る
就
業
形
態
は
、
男
性
募
集
、
女
性
・
男
性
募
集
に
比
べ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
採
用
が

多
い
こ
と
、

　
（
d
）
　
女
性
の
募
集
年
齢
の
幅
が
男
性
よ
り
狭
い
こ
と
、

　
（
e
）
　
女
性
募
集
で
記
載
さ
れ
て
い
る
給
与
が
、
ほ
か
の
募
集
性
別
の
も
の
よ
り
低
い
こ
と
、

　
（
f
）
　
だ
が
、
経
年
比
較
の
結
果
に
よ
る
と
、
性
別
指
定
の
求
人
が
減
少
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
ま
た
女
性
の
営
業
職
や
専
門
職
が

増
加
す
る
な
ど
、
求
人
広
告
上
に
お
い
て
も
職
種
の
流
動
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

　
な
ど
の
知
見
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
女
性
の
雇
用
促
進
の
た
め
に
均
等
法
に
違
反
し
た
性
別
求
人
表
示
を
や
め
る
よ
う
提
起
す
る
と

と
も
に
、
当
時
は
法
的
に
は
問
題
の
な
か
っ
た
「
女
性
の
み
募
集
」
も
早
晩
改
正
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
提
言
を
行
っ
た
。
新

聞
の
求
人
広
告
の
こ
う
い
っ
た
全
数
調
査
、
し
か
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
実
証
調
査
は
、
い
ま
ま
で
に
類
例
を
み
な
い
研
究
だ

っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
一
九
九
一
年
の
調
査
か
ら
五
年
、
こ
の
ほ
ど
国
学
院
大
学
法
学
部
均
等
法
研
究
会
作
業
部
会
と
共
同
で
一
九
九
六
年
の
最
新
調
査
を

行
っ
た
。
本
論
で
は
、
今
回
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
詳
細
に
分
析
し
、
さ
ら
に
多
変
量
解
析
を
用
い
て
求
人
広
告
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
規
定

す
る
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
過
去
三
回
の
調
査
結
果
と
の
時
系
列
比
較
を
行
い
、
求
人
広
告
か
ら
み
え
て
く
る
女
性
の

労
働
市
場
の
実
態
と
移
り
変
わ
り
、
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
み
た
新
聞
求
人
広
告
の
問
題
点
を
と
ら
え
て
み
た
い
。
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1

求
人
広
告
の
現
在
と
分
析
の
方
法

一
　
　
求
人
広
告
の
み
ら
れ
方

　
日
本
新
聞
協
会
が
発
行
す
る
新
聞
の
「
媒
体
力
」
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
新
聞
朝
刊
の
閲
読
率
は
八
五
．

八
％
。
求
人
広
告
や
通
信
教
育
を
含
む
「
案
内
広
告
」
の
平
均
閲
読
率
は
、
全
一
五
段
広
告
の
場
合
三
〇
・
五
％
、
五
段
広
告
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
三
一
・
四
％
で
あ
る
と
い
う
。

　
同
協
会
が
一
九
九
一
年
に
行
っ
た
二
〇
代
、
三
〇
代
の
女
性
を
対
象
と
し
た
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
新
聞
」
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
関
心

の
あ
る
新
聞
広
告
」
に
「
求
人
」
広
告
を
挙
げ
る
比
率
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
女
性
で
二
一
％
（
全
二
九
広
告
中
一
〇
位
）
、
無
職
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
壬
二
％
（
八
位
）
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
女
性
で
三
三
％
（
四
位
）
と
、
い
ず
れ
も
高
位
の
部
類
に
入
っ
て
い
る
。

　
昨
今
の
よ
う
に
、
企
業
の
側
が
採
用
を
手
控
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
男
性
と
も
に
就
職
難
が
生
じ
、
会
社
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
や
倒
産
な
ど
に
よ
っ
て
両
性
の
失
業
者
が
増
え
る
時
代
に
あ
っ
て
は
、
増
加
す
る
女
男
双
方
の
求
職
者
た
ち
に
と
り
、
求
人
情
報

メ
デ
ィ
ア
は
大
切
な
求
職
手
段
で
あ
る
。

　
一
方
、
雇
用
さ
れ
て
働
く
女
性
の
数
は
、
八
五
年
の
一
五
四
八
万
人
か
ら
九
七
年
の
二
一
二
七
万
人
へ
と
増
大
し
、
雇
用
者
総
数
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

占
め
る
割
合
も
三
五
・
九
％
か
ら
三
九
・
五
％
へ
と
伸
長
し
た
。
ま
た
意
識
の
上
で
も
女
性
の
勤
労
意
欲
は
高
ま
り
続
け
て
お
り
、
総

理
府
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
世
論
調
査
（
か
つ
て
は
『
婦
人
に
関
す
る
意
識
調
査
』
等
）
」
で
は
、
「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ

と
職
業
を
続
け
る
方
が
よ
い
」
と
い
う
就
業
継
続
型
を
支
持
す
る
女
性
の
比
率
が
八
四
年
は
二
〇
・
一
％
だ
っ
た
も
の
が
九
五
年
に
は
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三
二
・
五
％
へ
と
増
え
、
同
年
の
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を
も
つ
方
が
よ
い
」
と
い
う
再

就
職
型
支
持
回
答
三
九
・
八
％
と
近
似
し
て
き
て
い
る
。
同
時
に
、
就
業
継
続
型
を
支
持
す
る
男
性
の
回
答
も
同
期
間
に
一
五
・
七
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

か
ら
二
七
・
二
％
へ
と
増
加
、
女
性
も
仕
事
を
持
っ
て
働
く
の
が
当
然
な
時
代
と
い
う
認
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

　
事
実
、
九
七
年
に
行
わ
れ
た
労
働
力
調
査
特
別
調
査
に
よ
る
と
、
非
労
働
力
人
口
の
う
ち
就
業
希
望
者
は
女
性
で
二
六
・
六
％
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

男
性
の
一
九
・
五
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
現
在
働
い
て
い
な
い
女
性
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
条
件
が
整
え
ば
、
働
き
た
が

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
女
性
が
働
く
条
件
の
整
備
と
い
う
点
で
は
、
八
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確

保
等
女
子
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
九
七
年
に
改
正
さ
れ
、
九
九
年
よ
り
コ
雇
用

の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
と
し
て
施
行
さ
れ
る
。
改
正
法
で
は
、
従
来
は
事
業
主

の
努
力
義
務
で
あ
っ
た
募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
事
業
主
に
よ
る
職
場
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
配
慮
の
義
務
、
行
政
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
の
企
業
名
の
公
表
制
度
の
新
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

同
時
に
「
女
性
の
み
」
を
対
象
と
す
る
募
集
や
「
女
性
優
遇
」
と
い
っ
た
募
集
の
原
則
禁
止
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
労
働
基

準
法
に
お
い
て
は
、
女
性
の
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
、
深
夜
業
の
規
制
が
解
消
さ
れ
た
。

　
九
一
年
に
は
「
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
」
（
育
休
法
）
が
成
立
し
、
労
働
者
は
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
育
児
休
業
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
申
し
出
や
取
得
に
よ
っ
て
事
業
主
は
労
働
者
を
解
雇
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
九
五
年
か
ら
は

雇
用
保
険
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
給
付
制
度
が
開
始
さ
れ
、
九
九
年
か
ら
は
介
護
に
つ
い
て
も
事
業
主
が
介
護
休
業
制
度
を

設
け
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
も
男
性
も
被
っ
て
い
る
就
職
難
・
リ
ス
ト
ラ
の
厳
し
い
雇
用
状
況
と
、
女
性
自
身
の
就
業
意
欲
の
高
ま
り
お
よ
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び
女
性
が
働
く
た
め
の
条
件
整
備
の
一
定
の
進
展
な
ど
か
ら
も
、

命
は
よ
り
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
　
求
人
広
告
の
量
と
売
り
上
げ

新
聞
の
求
人
欄
や
求
職
・
求
人
雑
誌
な
ど
の
実
用
的
か
つ
社
会
的
使

　
電
通
の
調
査
に
よ
る
と
、
求
人
広
告
や
案
内
広
告
を
含
ん
だ
広
告
分
類
「
案
内
・
そ
の
他
」
は
、
九
六
年
に
新
聞
広
告
の
第
三
位
を

占
め
、
年
問
の
掲
載
量
は
六
二
四
九
七
八
段
に
の
ぼ
っ
た
。
新
聞
広
告
全
般
の
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
な
が
ら
も
、
前
年
比
二
・

三
％
増
と
い
う
値
で
あ
り
、
電
通
『
広
告
年
鑑
』
九
七
／
九
八
年
版
は
、
年
問
広
告
費
に
つ
い
て
、
「
『
案
内
』
が
求
人
広
告
の
活
発
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
よ
り
6
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
掲
載
段
数
は
ぺ
ー
ジ
に
換
算
す
る
と
四
一
六
六
五
・
二
ぺ
ー
ジ
と
な
り
、

こ
れ
を
調
査
対
象
紙
一
一
三
紙
で
割
る
と
、
一
紙
に
つ
き
年
間
三
六
八
・
七
ぺ
ー
ジ
分
の
「
案
内
・
そ
の
他
」
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
年
間
三
五
〇
回
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
と
す
る
と
、
一
日
に
一
ぺ
ー
ジ
分
は
こ
れ
ら
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
計
算

と
な
る
。

　
「
案
内
・
そ
の
他
」
広
告
の
、
新
聞
媒
体
に
投
じ
ら
れ
た
年
問
広
告
費
（
掲
載
料
、
制
作
費
等
）
は
九
六
年
で
二
八
八
億
四
〇
〇

〇
万
円
と
、
「
交
通
・
レ
ジ
ャ
ー
」
広
告
費
、
「
出
版
」
広
告
費
に
次
ぐ
第
三
位
、
新
聞
広
告
費
全
体
の
一
兆
…
二
七
九
億
円
に
対
し
一

割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
新
聞
社
の
販
売
収
入
と
広
告
収
入
の
比
率
は
五
四
・
五
対
四
五
・
五
で
あ
り
（
九
六
年
）
、
収
入
の
半
分

近
く
を
広
告
収
入
に
依
存
し
て
い
る
新
聞
社
に
と
っ
て
、
求
人
広
告
は
大
切
な
“
ド
ル
箱
”
と
な
っ
て
い
る
。

　
広
告
掲
載
の
基
本
料
金
は
、
朝
刊
・
社
会
面
の
記
事
下
・
臨
時
も
の
と
い
わ
れ
る
広
告
で
、
一
段
×
一
㎝
に
つ
き
、
朝
日
新
聞
全
国

版
だ
と
一
七
万
六
〇
〇
〇
円
、
東
京
版
だ
と
一
〇
万
円
、
毎
日
新
聞
全
国
版
は
二
万
九
〇
〇
〇
円
、
同
東
京
版
六
万
五
〇
〇
〇
円
、

読
売
新
聞
全
国
版
の
場
合
は
一
六
万
七
二
〇
〇
円
、
同
東
京
版
一
一
万
円
で
あ
る
（
九
七
年
八
月
現
在
）
。
こ
れ
は
社
会
面
の
記
事
下
広
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告
の
基
本
料
金
例
で
あ
り
、
一
ぺ
ー
ジ
全
部
（
一
五
段
）
が
求
人
広
告
で
埋
ま
れ
ば
、
た
と
え
ば
一
㎝
一
〇
万
円
の
掲
載
料
、
新
聞
の

横
幅
が
三
八
㎝
と
し
て
、
一
〇
万
円
×
三
八
㎝
×
一
五
段
ロ
五
七
〇
〇
万
円
も
の
収
入
と
な
る
。
実
際
に
は
、
中
ほ
ど
の
ぺ
ー
ジ
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
求
人
広
告
は
も
う
少
し
割
安
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
額
に
の
ぽ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
も
っ
と
も
昨
今
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
す
若
い
層
や
転
職
希
望
者
を
中
心
と
し
て
、
求
職
す
る
読
者
は
、
そ
の
情
報
源
を
新
聞
の

求
人
欄
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
系
を
は
じ
め
と
す
る
求
人
雑
誌
に
シ
フ
ト
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
新
聞
は
、
そ
の
信
頼
性
の
高
さ
や

部
数
の
多
さ
、
銘
柄
別
の
読
者
層
の
違
い
な
ど
の
特
性
に
よ
っ
て
、
求
人
す
る
企
業
に
と
っ
て
も
読
者
に
と
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
確
実

性
の
高
い
貴
重
な
情
報
媒
体
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

三
　
調
査
の
方
法

　
調
査
の
対
象
と
し
た
新
聞
は
、
過
去
三
回
の
調
査
と
同
じ
く
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読
売
新
聞
の
全
国
紙
三
紙
の
朝
刊
（
都
内
版
）

で
、
調
査
年
月
日
は
一
九
九
六
年
年
一
〇
月
一
日
（
火
）
、
二
日
（
水
）
、
三
日
（
木
）
で
あ
る
。
朝
日
の
一
号
あ
た
り
の
全
国
で
の
実

販
売
部
数
は
八
三
四
万
九
四
四
〇
部
、
毎
日
は
三
九
四
万
九
五
〇
一
部
、
読
売
は
一
〇
一
五
万
二
五
六
九
部
で
（
日
本
A
B
C
協
会
調

査
に
よ
る
九
六
年
下
半
期
の
平
均
）
、
三
紙
を
合
わ
せ
る
と
全
国
の
一
日
の
発
行
部
数
五
三
五
五
万
五
八
〇
三
部
（
九
六
年
一
〇
月
時
）

の
四
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
に
い
た
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
紙
で
か
な
り
の
程
度
新
聞
の
代
表
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

対
象
紙
は
首
都
圏
の
限
ら
れ
た
版
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
日
本
全
体
の
新
聞
求
人
広
告
に
敷
術
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
ち
な
み
に

朝
日
東
京
版
は
四
五
六
万
部
、
毎
日
東
京
版
は
一
六
一
万
部
、
読
売
東
京
版
は
六
一
三
万
部
の
実
売
部
数
で
あ
る
）
。
ま
た
、
求
人
広
告

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
が
日
本
の
女
性
の
労
働
市
場
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
労
働
市
場
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
あ
り
よ
う
の
一
端
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
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調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
新
聞
求
人
広
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
内
容
で
あ
る
「
募
集
職
種
」
「
職
名
」
「
就
業
形
態
」
「
給

与
形
態
（
支
払
い
形
態
の
別
と
記
載
金
額
）
」
「
資
格
要
件
」
「
福
利
厚
生
」
な
ど
の
項
目
す
べ
て
を
、
冨
一
R
o
ω
o
坤
社
の
＞
O
O
国
ω
ω
を
用

い
て
デ
ー
タ
カ
ー
ド
に
入
力
し
た
。
デ
ー
タ
カ
ー
ド
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
募
集
業
務
一
種
に
つ
き
一
枚
の
分
析
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

一
つ
の
求
人
広
告
の
中
に
二
職
種
以
上
の
募
集
が
あ
る
場
合
、
勤
務
地
に
よ
り
条
件
が
異
な
る
場
合
、
性
別
に
よ
っ
て
条
件
が
異
な
る

場
合
な
ど
は
、
同
一
求
人
社
の
別
の
求
人
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
一
件
と
し
て
別
の
分
析
シ
ー
ト
に
記
載
し
た
。

　
記
録
し
た
各
項
目
の
分
類
の
仕
方
や
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
以
下
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　
（
a
）
募
集
職
種
は
、
「
事
務
」
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
「
営
業
」
、
ま
た
専
門
知
識
・
技
能
を
要
求
さ
れ
た
り
免
許
・
資
格
を
必
要
と

す
る
も
の
を
「
専
門
職
」
と
し
、
そ
れ
を
美
容
師
や
運
転
手
な
ど
の
「
専
門
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
」
（
以
下
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
略
記

す
る
こ
と
も
あ
る
）
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
編
集
者
な
ど
の
「
専
門
職
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
」
（
以
下
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
略
記

す
る
こ
と
も
あ
る
）
に
分
け
、
「
清
掃
・
警
備
・
軽
作
業
」
（
以
下
「
清
掃
・
警
備
」
と
略
記
す
る
こ
と
も
あ
る
）
、
「
不
明
」
を
加
え
た

計
七
分
類
と
し
た
。
さ
ら
に
「
職
名
」
「
仕
事
内
容
」
「
職
種
小
分
類
」
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
の
言
語
記
述
デ
ー
タ
と
し
て
記
録

し
た
。

　
職
種
の
内
訳
の
代
表
的
な
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
②
　
③
　
④
　
⑤

　
①
事
務
職
…
一
般
事
務
、
経
理
事
務
、
受
付
、
秘
書
、
O
A
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
な
ど
。

　
　
　
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
…
販
売
員
、
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
、
ホ
ー
ル
、
洗
い
場
、
賄
い
、
な
ど
。

　
　
　
営
業
…
営
業
、
営
業
事
務
、
テ
レ
ホ
ン
ア
ポ
イ
ン
タ
ー
、
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
な
ど
。

　
　
　
専
門
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
…
ド
ラ
イ
バ
ー
、
調
理
師
、
美
容
師
、
看
護
婦
（
士
）
、
大
工
、
裁
縫
、

　
　
　
専
門
職
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
…
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
講
師
、
研
究
員
、
設
計
、
編
集
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
。
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な
ど
。

　
⑥
　
清
掃
・
警
備
・
軽
作
業
…
清
掃
、
配
達
、
警
備
、
客
室
整
備
、
管
理
人
、
軽
作
業
、
な
ど
。

　
な
お
、
「
不
明
」
に
分
類
さ
れ
る
職
種
は
、
今
回
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
（
b
）
　
募
集
性
別
は
、
「
女
性
」
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
「
不
明
」
に
四
分
類
し
た
。
デ
ー
タ
入
力
時
の
注
意
事
項
と
し
て
、
募
集

性
別
に
関
し
朝
日
新
聞
で
は
、
求
人
紙
面
の
片
隅
に
「
特
に
指
定
の
な
い
場
合
は
男
女
募
集
と
し
ま
す
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
が
あ
る

の
で
、
性
別
を
明
示
し
て
い
な
い
場
合
は
「
女
性
・
男
性
」
募
集
に
分
類
し
、
他
紙
で
は
「
不
明
」
と
し
た
。
ま
た
性
別
指
定
が
な
い

求
人
で
、
職
名
に
性
別
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
、
た
と
え
ば
「
家
政
婦
」
や
「
看
護
婦
」
な
ど
は
、
「
女
性
」
募
集
と
し
て
分
類
し

た
。
た
だ
し
「
看
護
婦
（
士
）
」
と
あ
る
も
の
は
「
女
性
・
男
性
」
募
集
に
入
れ
た
。
な
お
、
「
不
明
」
は
件
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

集
計
の
段
階
で
は
「
女
性
・
男
性
」
と
合
算
し
て
分
析
し
て
あ
る
。

　
（
c
）
　
募
集
求
人
の
就
業
形
態
は
、
「
正
規
社
員
」
「
パ
ー
ト
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
（
在
宅
含
む
）
」
「
派
遣
」

「
不
明
」
の
六
つ
に
分
け
て
記
録
し
た
。
た
だ
し
集
計
に
お
い
て
は
　
　
「
パ
ー
ト
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
（
在
宅
含

む
）
」
の
三
つ
を
合
併
し
、
一
括
し
て
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
し
て
表
記
し
た
。
内
容
的
に
細
分
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
が
比

較
的
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
サ
ン
プ
ル
数
の
少
な
す
ぎ
る
分
類
項
目
が
で
き
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
d
）
　
募
集
求
人
で
条
件
と
さ
れ
て
い
る
学
歴
は
、
「
大
学
卒
」
「
短
期
大
学
卒
」
「
大
学
・
短
大
卒
」
「
高
校
卒
以
上
」
「
高
校
卒
」
「
不

明
」
「
学
歴
指
定
無
し
」
「
そ
の
他
」
の
八
つ
に
分
け
て
記
録
し
た
。
集
計
に
あ
た
っ
て
は
少
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
合
併
し
、
「
大
学
・
短

大
卒
」
「
高
卒
」
「
不
明
」
「
指
定
無
し
」
「
そ
の
他
」
の
五
分
類
と
し
た
。
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
た
専
門
学
校
卒
や
専
門
学
校
卒
と
他

の
学
歴
と
の
組
み
合
わ
せ
等
は
、
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
て
あ
る
。

　
（
e
）
募
集
求
人
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
格
と
し
て
は
、
技
能
的
な
①
運
転
免
許
、
②
O
A
技
能
、
③
英
語
力
な
ど
を
求
め
る
も
の
、
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ま
た
条
件
と
し
て
①
経
験
者
、
②
長
期
間
、
な
ど
を
求
め
る
も
の
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
技
能
的
な
資
格
お
よ
び
条
件
を
、
言
及
の

「
あ
る
」
「
な
し
」
で
記
録
し
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
記
述
し
た
。

　
（
f
）
　
募
集
年
齢
は
、
「
～
1
4
歳
」
か
ら
「
～
74
歳
」
ま
で
の
一
〇
歳
き
ざ
み
、
お
よ
び
「
な
し
」
「
不
問
」
に
分
類
し
た
（
た
と
え

ば
32
歳
な
ら
「
～
34
歳
」
に
な
る
）
。

　
（
9
）
　
給
与
形
態
は
、
「
固
定
給
」
「
時
間
給
」
「
日
給
」
「
記
載
無
し
」
「
金
額
は
な
い
が
言
及
あ
り
」
の
五
つ
に
分
け
た
。
「
金
額
は

な
い
が
言
及
あ
り
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
高
給
優
遇
」
「
高
額
保
証
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
言
及
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
の
文

言
で
要
点
を
記
録
し
た
。

　
（
h
）
　
給
与
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
そ
の
数
値
を
記
録
し
た
。
固
定
給
・
日
給
・
時
間
給
の
い
ず
れ
か

に
金
額
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
記
載
金
額
に
「
何
円
か
ら
何
円
」
と
い
う
ふ
う
に
幅
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
大
値
を
記
入
し
た

（
広
告
に
よ
っ
て
は
上
限
ま
で
の
幅
が
非
常
に
広
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
全
体
と
し
て
は
実
態
よ
り
や
や
高
め
の
金
額
が
出
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
）
。

　
（
i
）
　
福
利
厚
生
に
つ
い
て
は
、
言
及
の
「
あ
る
」
「
な
し
」
と
、
福
利
厚
生
の
内
容
の
細
分
類
を
記
録
し
た
。
福
利
厚
生
の
内
訳
は
、

①
休
日
（
「
週
休
2
日
」
な
ど
）
、
②
休
暇
（
「
夏
期
休
暇
」
「
年
末
年
始
」
な
ど
）
、
③
社
会
保
険
（
「
社
保
完
備
」
な
ど
）
、
④
居
住
（
「
社

宅
有
」
「
保
養
所
」
「
寮
完
備
」
な
ど
）
、
⑤
レ
ジ
ャ
i
（
「
施
設
利
用
可
」
「
海
外
旅
行
」
「
社
内
旅
行
」
な
ど
）
、
⑥
そ
の
他
（
「
無
料
O

A
ス
ク
ー
ル
」
「
（
派
遣
社
員
募
集
の
求
人
に
お
い
て
）
紹
介
先
の
指
定
に
よ
る
」
な
ど
）
で
あ
る
。

　
（
j
）
　
そ
の
ほ
か
に
、
新
聞
の
発
行
年
月
日
と
曜
日
を
記
録
し
た
。

　
（
k
）
　
上
の
（
a
）
か
ら
（
j
）
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
事
項
は
、
必
要
に
応
じ
て
カ
ー
ド
に
付
記
し
た
。
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最
初
に
、
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
分
布
に
つ
い
て
基
本
的
な
特
徴
を
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。

　
デ
ー
タ
シ
ー
ト
の
総
合
計
す
な
わ
ち
調
査
期
間
の
三
日
間
の
求
人
件
数
は
、
朝
日
で
二
九
二
件
、
毎
日
で
二
一
九
件
、
読
売
が
五
二

〇
件
で
、
総
求
人
件
数
は
九
四
一
件
と
な
っ
た
。
先
の
電
通
調
査
で
は
求
人
広
告
掲
載
費
は
六
年
ぶ
り
に
前
年
比
増
に
転
じ
た
と
し
て

い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
で
あ
る
八
五
年
の
総
件
数
四
〇
四
二
件
、
八
六
年
の
一
七
五
三
件
、
九
一
年
の
二
九
八
五
件
に

比
べ
、
九
六
年
の
調
査
結
果
は
広
告
数
の
減
少
が
著
し
い
。
九
一
年
の
調
査
も
「
バ
ブ
ル
経
済
」
の
崩
壊
に
よ
る
影
響
と
述
べ
た
が
、

今
回
の
広
告
件
数
か
ら
は
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
よ
う
。
サ
ン
プ
ル
数
の
減
少
が
調
査
結
果
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
経
年
比
較
な
ど
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
募
集
性
別
か
ら
み
る
と
、
グ
ラ
フ
ー
に
み
る
よ
う
に
「
女
性
」
募
集
は
三
七
三
件
（
全
求
人
九
四
一
件
の
三
九
・
六
％
）
、
「
男
性
」

募
集
は
一
四
八
件
（
同
一
五
・
七
％
）
、
「
女
性
・
男
性
」
募
集
（
「
不
明
」
を
含
む
）
が
四
二
〇
件
（
同
四
四
・
七
％
）
と
な
っ
た
。
八

六
年
施
行
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
求
人
に
お
け
る
「
男
子
の
み
」
の
募
集
は
、
罰
則
規
定
は
な
い
も
の
の
違
法
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
違
法
広
告
が
そ
の
一
〇
年
後
も
一
六
％
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う

に
九
九
年
四
月
か
ら
は
改
正
均
等
法
が
施
行
さ
れ
、
「
男
子
の
み
」
募
集
だ
け
で
な
く
「
女
子
の
み
」
の
募
集
も
違
法
と
な
る
。

　
以
下
、
募
集
性
別
を
中
心
軸
と
し
て
、
募
集
性
別
と
他
の
属
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
基
本
的
な
傾
向
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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グラフ1　募集性別
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ま
ず
、
募
集
性
別
と
募
集
年
齢
上
限
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

グ
ラ
フ
2
の
よ
う
に
な
る
。

　
年
齢
「
不
明
」
と
年
齢
「
不
問
」
を
除
い
た
具
体
的
に
年
齢
を

指
定
し
て
い
る
広
告
で
は
、
三
紙
を
合
計
し
て
、
「
女
性
」
募
集
に

つ
い
て
は
「
～
44
歳
」
の
三
一
・
一
％
（
一
一
六
件
）
が
ピ
ー
ク

と
な
っ
て
い
る
。
「
女
性
・
男
性
」
募
集
で
も
「
～
4
4
歳
」
ま
で
の

二
二
・
九
％
（
九
六
件
）
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
が
、
「
～
4
4
歳
」
か
ら

「
～
54
歳
」
の
減
少
の
度
合
い
は
「
女
性
」
の
ほ
う
が
大
き
く
、
よ

り
若
い
層
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
男
性
」
募
集
は
「
～
44

歳
」
の
一
六
・
九
％
（
二
五
件
）
と
「
～
64
歳
」
の
二
六
・
四
％

（
三
九
件
）
の
二
つ
の
山
を
構
成
し
て
い
る
。
相
対
的
に
、
「
男
性
」

募
集
で
年
齢
制
限
が
ゆ
る
や
か
で
、
「
女
性
・
男
性
」
募
集
、
「
女

性
」
募
集
の
順
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
い
ず
れ
の
募
集
性
別
と
も
「
～
1
4
歳
」
「
～
2
4
歳
」
の
募

集
は
な
い
。
つ
ま
り
高
校
・
大
学
の
新
卒
の
募
集
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
本
調
査
の
分
析
対
象
が
新
聞
の
求
人

欄
で
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
そ
う
で
あ
る
。
新
聞
の
求
人
に
は
、

中
途
退
職
者
の
募
集
、
急
募
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
な
ど
常
時
募
集
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グラフ2　募集性別ごとにみた募集年齢比率

集
集
集

　
募

募
募
性

　
男

性
性
・

女
男
雄
季

33
m
1
4

％
0
（
4

　　　　　　　　　31．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．4
30　　　一＿一一一一　　一＿一一＿一＿一一一一一一一一一一，＿＿一一一一一一一一＿＿＿＿＿昌＿＿＿＿＿＿＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　264　　　　A29・3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　’ノ、

　　　　　　　　　22・9　　　　　／’、　　　　　，ク、
　　　　　　　　　▲＼　 190．！’、　　　’ン22や
20　一一一∠一…♪一…一7一一一一’マ…一……7卜…一ヘ……
　　　　　　／／’詮1　　　1写ノ　　1182、　　　　’？　　￥

　　　　　／’／　　、・・、、　！！　　　　　　’・　　　　’，　　　　、

97〆　　　　’■128　　　’、　’ケ　　　、
10　　も．5＿＿＿＿＿＿＿一一＿一＿＿一＿一＿＿一＿一一一一＿　一上、＿一＿＿イ乞　＿一＿一一＿＿一一、ト＿．

　　　79　　　　　　　　　　　　＼　，ケ　　　　　’“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　ノ！　　　　　　　　　　　、x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臥ど・1．Z

（　　　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　　　03

倉計
　　　373
（100．0）

　　　148
（100．0）

　　　420
（100．0）

　
7
）
　
9
　
L

副不

2
）4L
4
）1
3
3

～44歳　～54歳　　～64歳　～74歳　指定なし
　　　　116　　　　　　　66　　　　　　　63　　　　　　　　1　　　　　　　84

　　（31．1）　（17．7）　（16．9）　　（0．3）　（22．5）

　　　　　25　　　　　　　19　　　　　　　39　　　　　　　　4　　　　　　　45

　　（16．9）　（12．8）　（26．4）　　（2．7）　（30．4）

　　　　　96　　　　　　　80　　　　　　　68　　　　　　　　6　　　　　　123

　　（22．9）　（19．0）　（16．2）　　（L4）　（29．3）

　　0

～34

6
）3
7
9
4
）

－
【
」9
3
）3
9
7

女性募集

男性募集

女性・男性

表の単位：件、（）内は％

し
て
い
る
職
種
な
ど
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
高
校
生
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
は
年
齢
の
「
指
定
な
し
」
で
求
人
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
「
指
定
な
し
」
は
、
全
体
で
二
六
・
八
％
（
二
五
二
件
）
だ
が
、

募
集
性
別
ご
と
に
み
る
と
「
女
性
」
で
ニ
ニ
・
五
％
（
八
四
件
）
、

「
男
性
」
で
三
〇
・
四
％
（
四
五
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
で
二
九
・

三
％
（
一
二
三
件
）
と
、
「
女
性
」
の
場
合
若
干
低
い
割
合
に
な
っ

て
い
る
。

二
　
募
集
職
種
の
傾
向

　
次
に
、
性
別
と
募
集
職
種
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
結
果
を
み
て

み
よ
う
（
グ
ラ
フ
3
）
。

　
「
女
性
」
募
集
で
は
「
事
務
」
三
四
・
五
％
（
一
二
九
件
）
、
「
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
」
三
一
・
四
％
（
二
七
件
）
、
「
清
掃
・
警
備
・

軽
作
業
」
一
六
・
九
％
（
六
三
件
）
の
募
集
が
特
に
多
い
。
「
男
性
」

募
集
は
「
清
掃
・
警
備
・
軽
作
業
」
二
三
・
○
％
（
三
四
件
）
、
「
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
」
二
一
・
六
％
（
三
二
件
）
を
筆
頭
と
し
て
ど
の

職
種
で
も
比
較
的
偏
り
な
く
求
人
が
あ
る
。
「
女
性
・
男
性
」
募
集
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　　グラフ3　募集性別ごとにみた募集職種比率
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100％806040200

で
は
「
清
掃
・
警
備
・
軽
作
業
」
二
四
・
○
％
（
一
〇
一
件
）
、
「
専

門
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
」
二
三
・
六
％
（
九
九
件
）
お
よ
び
「
専
門

職
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
」
一
八
・
八
％
（
七
九
件
）
の
多
い
の
が

目
立
つ
。

　
グ
ラ
フ
に
み
る
よ
う
に
、
「
女
性
」
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
と

な
る
に
伴
っ
て
、
「
事
務
」
と
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
が
減
少
し
、

「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
清
掃
・
警
備
」

が
増
加
す
る
、
と
い
う
傾
向
が
出
て
お
り
、
求
人
広
告
に
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
よ
る
職
種
の
偏
り
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
労
働
省
女
性
局
の
調
べ
に
よ
る
と
、
実
際
に
女
性
の
雇
用
者
が

多
く
従
事
し
て
い
る
職
種
は
、
「
事
務
従
事
者
」
三
四
・
四
％
、
「
技

能
工
、
製
造
・
建
設
作
業
者
」
一
七
・
六
％
、
「
専
門
・
技
術
的
職

業
従
事
者
」
一
五
・
一
％
、
「
販
売
従
事
者
」
一
二
・
三
％
、
「
保

安
・
サ
ー
ビ
ス
職
業
従
業
者
」
一
二
・
二
％
の
順
で
あ
り
、
男
性

は
「
技
能
工
、
製
造
・
建
設
作
業
者
」
三
一
・
八
％
、
「
事
務
従
事

者
」
一
五
・
一
％
、
「
販
売
従
事
者
」
一
四
・
九
％
、
「
専
門
・
技

術
的
職
業
従
事
者
」
一
二
・
○
％
、
「
保
安
・
サ
ー
ビ
ス
職
業
従
事

者
」
六
・
九
％
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
女
性
の
「
専
門
・
技
術
的
職



171新聞求人広告にみるジェンダーの現状（田中ほか）

グラフ4　募集性別ごとにみた就業形態比率

N

373

148

團正規社員　團パート・アルバイト　團派遣社員　□就業形態不明

　　55

（14．7％

t　　　　　、、、、、

女性募集瞳
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男性募集

女性・男性募集

0

業
従
事
者
」
に
は
、
薬
剤
師
、
看
護
婦
、
保
健
婦
、
助
産
婦
な
ど

が
多
く
、
ま
た
女
性
の
「
サ
ー
ビ
ス
職
業
従
事
者
」
に
は
美
容
師

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

や
清
掃
員
な
ど
が
多
い
。

　
労
働
統
計
の
分
類
と
は
異
な
る
も
の
の
、
本
調
査
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
求
人
広
告
の
職
種
の
性
に
よ
る
偏
り
は
、
お
お
む
ね
現

実
の
雇
用
状
況
と
重
な
り
合
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
労

働
統
計
に
あ
る
「
製
造
作
業
者
」
に
あ
た
る
求
人
は
新
聞
に
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
募
集
は
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

と
し
て
入
っ
て
い
る
地
域
の
求
人
メ
デ
ィ
ア
や
そ
の
他
の
手
段
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
三
　
就
業
形
態
の
傾
向

　
今
調
査
の
求
人
広
告
で
募
集
さ
れ
て
い
る
就
業
形
態
に
つ
い
て

グ
ラ
フ
4
で
み
る
と
、
「
女
性
」
は
、
「
正
規
社
員
」
募
集
が
二
五
・

七
％
（
九
六
件
）
に
対
し
て
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
求
人

が
四
〇
・
○
％
（
一
四
九
件
）
と
多
く
、
ま
た
、
他
の
募
集
性
別

に
比
べ
て
「
派
遣
」
募
集
も
一
九
・
六
％
（
七
三
件
）
と
多
い
の

が
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
「
男
性
」
は
「
正
規
社
員
」
の
募
集
が
四
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一
・
九
％
（
六
二
件
）
と
「
不
明
」
三
五
・
八
％
（
五
三
件
）
が
多
い
。
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
は
一
九
・
六
％
（
二
九
件
）
で
あ

っ
た
。
女
性
の
正
社
員
求
人
は
四
人
に
一
人
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
男
性
は
五
人
に
二
人
は
正
社
員
で
募
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
「
女
性
・
男
性
」
募
集
で
は
「
正
規
社
員
」
募
集
が
四
三
・
一
％
（
］
八
］
件
）
で
男
性
と
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
「
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
割
合
は
「
女
性
」
と
「
男
性
」
の
ほ
ぼ
中
間
の
二
八
・
六
％
（
一
二
〇
件
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
労
働
力
調
査
が
示
す
女
性
の
従
業
者
に
占
め
る
短
時
問
雇
用
者
（
週
間
就
業
時
間
三
五
時
間
未
満
の
雇
用
者
）
の
比
率
は
、
七
五
年

に
は
一
七
・
四
％
で
あ
っ
た
も
の
が
年
を
追
っ
て
増
加
し
続
け
、
九
七
年
に
は
七
〇
〇
万
人
、
三
五
・
九
％
と
女
性
の
雇
用
者
全
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

三
分
の
一
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
短
時
間
雇
用
者
全
体
に
占
め
る
女
性
の
比
率
は
、
七
割
近
く
に
の
ぽ
り
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
大
多
数
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
れ
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
労
働
力
調
査
特
別
調
査
に
よ
る
と
女
性
の
正
規
雇
用
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

比
率
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
九
七
年
は
六
割
（
男
性
は
九
割
）
に
と
ど
ま
る
。
本
調
査
に
お
け
る
募
集
就
業
形
態
も
お
お
む
ね
こ
う

し
た
実
態
に
近
似
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
派
遣
労
働
は
、
技
術
革
新
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
や
専
門
技
能
化
の
進
展
、
そ
し
て
多
様
な
就
業
形
態
の
二
ー
ズ
か
ら
生
じ
て
き
た
形

態
で
あ
る
が
、
雇
用
主
と
指
揮
命
令
者
が
異
な
り
就
業
条
件
が
不
明
確
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
八
五
年
に
「
労
働
者
派

遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
労
働
者
派
遣
法
が
定
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
派
遣
労
働
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
九
六
年
に
は
七
二
・
四
万
人
に
達
し
た
。
そ
の
う
ち
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
操
作
な
ど
を
行
う
事
務
用
機
器
操
作
の
派
遣
が
二
七
・
二
万
人
と
四
割
近
く
を
占
め
、
ま
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

う
建
物
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
四
分
の
一
が
派
遣
労
働
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
九
七
年
に
労
働
省
が
行
っ
た
労
働
者
派
遣
事
業
実
態
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に
よ
る
と
、
派
遣
労
働
者
の
七
割
が
女
性
で
あ
っ
た
が
、
本
調
査
で
も
「
派
遣
」
募
集
の
七
割
が
「
女
性
」
の
求
人
で
あ
っ
た
。

　
後
に
も
っ
と
詳
し
く
述
べ
る
が
、
「
派
遣
」
募
集
の
広
告
に
は
資
格
や
条
件
を
記
載
し
た
も
の
が
多
く
、
大
抵
が
一
つ
の
広
告
に
多
方



面
の
勤
務
地
や
職
種
が
載
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
朝
日
一
〇
月
一
日
の
人
材
派
遣
会
社
で
は
、
一
段
を
ま
る
ま
る

費
や
し
て
「
O
A
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
「
事
務
O
A
」
「
営
業
事
務
」
「
経
理
事
務
」
「
秘
書
業
務
」
が
併
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
「
原

宿
／
1
7
3
0
円
～
／
D
T
P
経
験
者
、
1
0
時
～
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
な
お
広
告
中
で
は
、
ど
の
よ
う
な
就
業
条
件
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
「
不
明
」
が
計
二
〇
〇
件
（
全
体
平
均
で
二
一
・
三
％
）
み
ら

れ
る
。
中
で
も
「
男
性
」
募
集
の
三
五
・
八
％
（
五
三
件
）
が
就
業
形
態
「
不
明
」
の
広
告
で
あ
っ
た
。
形
態
「
不
明
」
広
告
の
中
で

ど
の
募
集
性
別
が
多
い
か
を
み
る
と
、
「
女
性
・
男
性
」
募
集
が
募
集
形
態
「
不
明
」
の
う
ち
の
半
数
近
く
（
九
二
件
）
を
占
め
て
い
る
。
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四
　
給
与
形
態
の
傾
向

　
給
与
に
つ
い
て
金
額
の
記
載
さ
れ
て
い
る
広
告
比
率
は
、
七
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
金
額
の
記
載
は
な
い
が
、
「
高
給
優
遇
」
な
ど
の

何
ら
か
の
給
与
支
給
を
ほ
の
め
か
す
記
載
を
含
め
る
と
、
給
与
に
関
す
る
情
報
の
記
載
率
は
八
五
・
九
％
と
な
る
。

　
給
与
形
態
を
募
集
性
別
ご
と
に
み
る
と
、
グ
ラ
フ
5
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
女
性
」
で
は
「
時
間
給
」
に
よ
る
募
集
が
五
二
・

八
％
（
一
九
七
件
）
と
き
わ
め
て
多
く
、
女
性
求
人
の
過
半
数
を
占
め
、
「
固
定
給
」
に
よ
る
募
集
は
二
二
・
○
％
（
八
二
件
）
と
四
分

の
一
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
「
男
性
」
の
「
固
定
給
」
は
五
八
・
二
％
（
八
六
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
の
「
固

定
給
」
は
三
六
・
九
％
（
一
五
五
件
）
と
、
い
ず
れ
も
女
性
単
独
の
募
集
で
の
固
定
給
記
載
率
よ
り
も
か
な
り
高
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
男
性
」
の
「
時
間
給
」
「
日
給
」
率
と
「
女
性
・
男
性
」
の
「
時
間
給
」
「
日
給
」
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
六
・
二
％
、
二
六
・
九

％
で
、
い
ず
れ
も
女
性
募
集
の
半
数
以
下
と
低
率
で
あ
る
。

　
逆
に
、
給
与
形
態
別
に
募
集
性
別
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
み
た
の
が
グ
ラ
フ
6
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
「
時
問
給
」
で
募
集

し
て
い
る
求
人
の
七
割
が
「
女
性
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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グラフ5　募集性別ごとにみた給与形態比率
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表1　募集性別ごとにみた学歴の傾向

合　計

　373
〔100．0）

　148
〔100。0）

　420
（100。0）

大学・短大卒上　　高卒上　　学歴不問　指定なし　その他

　　　8　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　2　　　　　　　298　　　　　　　　5

　　（2．1）　　（欝．王）　（0．5）　（79．9）　（1．3）

　　　1　　　　　　2　　　　　5　　　　140　　　　　0

　　（0．7）　　（1．4）　⑬。4〉　伽．碗　　（0．0）

　　22　　　　　　　　　　15　　　　　　　　13　　　　　　　353　　　　　　　17

　　欝噛2）　　（3．6）　（3．1）　（84．0）　韓’鱒

女性募集

男性募集

女性・男性

はその項目（学歴別）の最高比率

　
就
業
形
態
と
給
与
形
態
は
、
「
正
規
社
員
な
ら
固
定
給
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ら
時
間
給
」

と
い
う
ふ
う
に
か
な
り
連
動
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
（
後
に
ク
ロ
ス
集
計
の
章
で
詳
し
く
分
析
す

る
）
、
男
性
は
正
規
社
員
募
集
で
固
定
給
、
女
性
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
時
間
給
、
と
い
う
パ

タ
ー
ン
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
五
　
記
載
学
歴
の
傾
向

　
学
歴
に
関
し
て
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
「
指
定
無
し
」
、
つ
ま
り
学
歴
に
つ
い
て
記
載
の
な
い

広
告
が
「
女
性
」
募
集
の
場
合
は
七
九
・
九
％
（
二
九
八
件
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
男
性
」
募

集
で
は
学
歴
非
記
載
率
が
九
四
・
六
％
（
一
四
〇
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
で
は
八
四
・
○
％
（
三

五
三
件
）
と
高
率
に
な
っ
て
い
る
。
男
性
お
よ
び
両
性
募
集
の
方
が
学
歴
を
条
件
と
し
て
求
め
る

求
人
が
少
な
く
、
女
性
の
場
合
は
募
集
に
際
し
て
何
ら
か
の
学
歴
条
件
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強

い
。

　
学
歴
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
大
学
・
短
大
卒
」
と
「
高
校
卒
」
に
大
別
し
て

集
計
し
た
が
（
デ
ー
タ
の
採
集
段
階
で
は
大
学
、
短
大
、
高
校
、
高
校
以
上
な
ど
に
細
分
化
し
た

の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
件
数
が
少
な
い
の
で
合
併
し
た
）
、
「
女
性
」
募
集
に
関
し
て
は
「
高
校
卒
」

と
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
六
・
一
％
（
六
〇
件
）
で
、
「
男
性
」
募
集
の
一
・
四
％
（
二
件
）
、

「
女
性
・
男
性
」
募
集
の
三
・
六
％
（
一
五
件
）
に
比
べ
格
段
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
一
方
、
「
女
性
」
の
「
大
卒
」
は
二
二
％
（
八
件
）
に
対
し
て
「
女
性
・
男
性
」
の
「
大
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表2　募集性別ごとにみた給与金額比較

標準偏差

　　　　62990．3

　　　133215．0

　　　152716．9

　　　136310．1

　　　　　　362．1

　　　　　　177．1

　　　　　　258．2

　　　　　　339．0

　　　　　3931．5

　　　　　5051．1

　　　　　3259．7

　　　　　3805．5

N
　　82

　　86

157

325

197

　　12

　　78

287

6
　
2
　
り
0

1
　
1
　
り
○

61

平　　均

　￥220，073．2

　￥272，790．7

　琴｛甥｛｝，2｛轟．3

　￥282，438．1

　　響1，篇王．1

　　　￥1，026．7

　　￥1，097．3

　　　￥1，199．9

　　　￥9，447．5

　　響9，§磁．マ

　　　￥8，525．8

　　　￥8，996．9

募集性別

女性募集

男性募集

女性・男性

計

女性募集

男性募集

女性・男性

計

女性募集

男性募集

女性・男性

計

給与形態

固定給

時間給

給日

　
卒
」
は
五
・
二
％
（
二
二
件
）
と
高
い
。
「
男
性
」
の
学
歴
別
傾
向
に
つ
い

額高
　
て
は
、
あ
ま
り
に
も
記
載
率
が
少
な
い
の
で
、
確
た
る
傾
向
を
読
み
と
る

最
の
　
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

均平
　
　
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
実
際
の
女
性
の
大
学
進
学
率
は
男
性
の
大

与酷
学
進
学
率
に
年
々
接
近
し
て
き
て
お
り
、
短
大
を
含
め
れ
ば
女
性
が
男
性

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

項
　
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
を
上
回
る
ほ
ど
で
あ
る
。
女
性
の
高
学
歴

の淡
　
化
の
進
展
に
求
人
広
告
が
見
合
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
雇
用
者
側
は
、

　
実
態
が
変
化
し
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
学
歴
女
性
を
あ
ま
り

01

　
〃
歓
迎
〃
し
て
い
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

αりく
p
　
　
　
六
　
記
載
給
与
の
傾
向

差意有
の
　
　
次
に
、
求
人
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て
募
集
性
別
ご
と

額金
　
に
比
較
し
よ
う
。

均平
　
　
給
与
が
具
体
的
数
字
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
固
定
給
」
「
時

の洗
　
間
給
」
「
日
給
」
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。
記
載
さ
れ
て
い
た
「
固
定
給
」

態形
　
の
金
額
を
平
均
し
た
値
で
比
較
す
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
「
女
性
」
の
平

与給
均
固
定
給
額
は
二
二
〇
〇
七
三
円
で
、
「
男
性
」
の
固
定
給
平
均
二
七
二
七

各　
九
一
円
よ
り
約
五
万
円
、
「
女
性
・
男
性
」
の
三
二
〇
二
九
五
円
よ
り
約
一
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○
万
円
安
く
、
性
別
に
よ
る
給
与
格
差
が
明
ら
か
に
存
在
す
る
。
ち
な
み
に
、
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
九
六
年
の

事
業
所
規
模
三
〇
人
以
上
の
と
こ
ろ
の
月
当
た
り
所
定
内
給
与
の
平
均
金
額
は
二
八
六
八
五
三
円
、
事
業
所
規
模
五
人
以
上
の
会
社
の

所
定
内
給
与
平
均
は
二
六
六
一
二
一
円
で
あ
る
。
求
人
広
告
に
お
け
る
女
性
の
給
与
は
、
こ
れ
ら
を
い
ず
れ
も
下
回
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
実
際
、
一
〇
月
一
日
の
読
売
に
お
け
る
「
清
掃
／
東
中
野
／
7
・
3
0
～
1
6
・
3
0
」
の
求
人
の
よ
う
に
、
「
男
子
固
18
万
上
／
女
子

固
1
7
万
上
」
と
、
女
性
が
男
性
を
下
回
る
金
額
が
同
一
広
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。

　
一
方
「
時
間
給
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
女
性
」
の
平
均
は
一
二
五
一
円
で
、
「
男
性
」
の
時
給
平
均
一
〇
二
七
円
な
ら
び
に
「
女
性
・

男
性
」
の
一
〇
九
七
円
よ
り
も
高
い
。
そ
の
原
因
は
、
「
時
間
給
」
支
払
い
の
う
ち
「
女
性
」
の
「
派
遣
」
の
件
数
が
六
七
件
（
三
四
・

○
％
）
と
多
く
、
そ
の
平
均
金
額
が
一
六
〇
〇
円
と
高
い
た
め
、
平
均
値
を
押
し
上
げ
て
い
る
せ
い
で
あ
る
。

　
「
日
給
」
に
つ
い
て
は
、
数
が
少
な
い
の
で
参
考
値
に
と
ど
ま
る
が
、
「
女
性
」
の
平
均
は
九
四
四
八
円
で
、
「
男
性
」
の
日
給
平
均

九
六
九
二
円
を
下
回
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
女
性
・
男
性
」
は
八
五
二
六
円
と
、
女
性
よ
り
も
低
額
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大

方
に
お
い
て
、
時
間
給
以
外
の
新
聞
求
人
広
告
に
お
け
る
女
性
の
記
載
給
与
は
、
他
の
募
集
性
別
よ
り
も
低
め
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
表
2
の
「
固
定
給
」
支
払
い
の
欄
の
標
準
偏
差
を
み
る
と
、
「
女
性
」
の
そ
れ
が
、
他
の
募
集
性
別
の
偏
差
の
約
半
分

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
女
性
」
募
集
で
は
、
職
種
や
職
能
な
ど
に
よ
る
給
与
の
ば
ら
つ
き
が
さ
ほ
ど
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

七
　
新
聞
別
の
特
徴

　
（
1
）
　
新
聞
ご
と
に
み
る
募
集
性
別
の
傾
向

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
結
果
は
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
三
紙
の
合
計
値
で
あ
る
。
し
か
し
、

求
人
広
告
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
全
く
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

各
新
聞
は
、
読
者
層
の
違
い
に
応
じ
て

購
読
・
閲
読
し
て
い
る
新
聞
の
銘
柄
と
、
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読売新聞

職
業
や
意
識
、
学
歴
や
階
層
と
の
関
連
性
が
高
い
こ
と
は
各
種
の

調
査
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
別

に
広
告
の
“
得
意
分
野
”
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え

に
広
告
主
や
求
人
社
は
、
自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
求
人
を
掲

載
す
る
新
聞
を
対
象
読
者
の
特
性
に
合
わ
せ
て
選
び
分
け
て
い

る
。
本
稿
で
は
そ
こ
に
深
入
り
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
基
礎
的

な
デ
ー
タ
の
一
環
と
し
て
、
募
集
性
別
、
職
種
、
就
業
形
態
な
ど

い
く
つ
か
の
変
数
と
新
聞
銘
柄
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
お

き
た
い
。

　
ま
ず
、
募
集
性
別
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
7
で
新
聞
別
に
み
て
み
よ

う
。　
「
女
性
」
の
求
人
比
率
を
み
る
と
、
朝
日
は
五
五
・
八
％
（
全

二
九
二
件
中
一
六
三
件
）
で
、
毎
日
の
二
七
・
九
％
（
全
一
二
九

件
中
三
六
件
）
、
読
売
の
三
三
・
五
％
（
全
五
二
〇
件
中
一
七
四
件
）

よ
り
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
本
来
均
等
法
違
反
で
あ

っ
た
は
ず
の
「
男
性
」
を
指
定
し
た
求
人
は
、
い
ず
れ
の
新
聞
で

も
最
低
値
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
未
だ
に
存
在
し
て
お
り
、
特

に
読
売
で
は
一
〇
六
件
（
二
〇
・
四
％
）
に
及
ん
で
い
る
。
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性
の
別
を
問
わ
な
い
「
女
性
・
男
性
」
求
人
は
、
毎
日
で
五
四
・
三
％
（
七
〇
件
）
と
目
立
ち
、
次
に
読
売
四
六
・
一
％
（
二
四
〇

件
）
、
朝
日
三
七
・
七
％
（
一
一
〇
件
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
朝
日
に
女
性
募
集
が
多
く
、
毎
日
は
両
性
の
募
集
、
そ
し
て
読
売
は
両
性
募
集
も
多
い
が
、
男
性
の
み
募
集
す
る
求
人
広
告
も
少
な

か
ら
ず
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
紙
別
に
求
人
に
お
け
る
性
別
の
違
い
が
み
ら
れ
た
。

　
（
2
）
　
新
聞
ご
と
に
み
る
募
集
職
種
の
傾
向

　
次
に
、
新
聞
に
よ
っ
て
職
種
の
偏
り
が
あ
る
か
ど
う
か
を
み
て
み
よ
う
。
最
初
に
職
種
と
新
聞
の
ク
ロ
ス
集
計
（
グ
ラ
フ
8
）
を
み

る
と
、
各
紙
で
高
い
比
率
を
示
す
職
種
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
割
以
上
の
値
を
拾
っ
て
み
れ
ば
、
朝

日
で
は
「
事
務
」
三
八
・
九
％
（
一
一
四
件
）
、
「
専
門
職
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
」
二
七
⊥
％
（
七
九
件
）
、
毎
日
で
は
「
清
掃
・
警
備
・

軽
作
業
」
三
三
・
三
％
（
四
三
件
）
、
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
二
三
・
三
％
（
三
〇
件
）
、
「
営
業
」
二
一
・
七
％
（
二
八
件
）
で
あ
り
、

読
売
で
は
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
三
〇
・
九
％
（
一
六
一
件
）
、
「
清
掃
・
警
備
・
軽
作
業
」
二
八
・
一
％
（
一
四
六
件
）
、
「
専
門
職
マ

ニ
ュ
ア
ル
系
」
二
〇
・
六
％
（
一
〇
七
件
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
、
性
別
を
軸
に
し
て
各
紙
別
お
よ
び
職
種
別
に
分
け
三
重
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
の
が
表
3
で
あ
る
。
ま
ず
「
女
性
」
募
集

全
体
に
つ
い
て
紙
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
朝
日
で
は
「
事
務
」
が
五
八
・
三
％
（
九
五
件
）
を
、
毎
日
で
は
「
清
掃
・
警
備
」
が
四

七
・
二
％
（
一
七
件
）
を
、
ま
た
読
売
で
は
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
が
四
九
・
四
％
（
八
六
件
）
お
よ
び
「
清
掃
・
警
備
」
が
二
一
・

八
％
（
三
八
件
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
の
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
男
性
」
求
人
で
み
る
と
、
朝
日
で
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

三
六
・
八
％
（
七
件
）
、
「
事
務
」
三
丁
六
％
（
六
件
）
、
毎
日
で
「
営
業
」
三
九
・
一
％
（
九
件
）
、
「
清
掃
・
警
備
」
二
六
・
一
％
（
六

件
）
、
読
売
で
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
二
九
・
二
％
（
ご
二
件
）
、
「
清
掃
・
警
備
」
二
六
・
四
％
（
二
八
件
）
な
ど
が
多
い
。
「
女
性
・
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表3　募集性別ごとにみた新聞別募集職種 単位：件、（）内は％

日
日
売

朝
毎
読

女
性
募
集

日
　
　
日
　
　
売

朝
　
毎
　
読

　
男
性
募
集

日
日
売

朝
毎
読

女
性
・
男
性
募
集

　　販売・事務
　　サービス 営業薄㍑翼㌃

清掃・

警備

　95
華翻羅

　6
（16．7）

　28
（16．1）

　25　　　17　　　6
（15．3）　（10．4）　　（3．7）

　6　　　7　　　0（16．7）　嚢翻鰻　　（0．0）

　86　　　6　　　14
㈱鞭　　（3．4）　羅騨

12　　　8
灘鐡　　（4．9）

　0　　　17
（0．0）　騰難

　2　　　38
（1．1）　（21．8）

　6
嚢雛翻

　1
（4．3）

　18
（17．0）

　1　　　2　　　7（5．3）　（10．5）　棄錨鱒

　0　　　9　　　4（0．0）　欝難　（17．4）

　31　　　17　　　11
嚢欝鐙　（16．0）　（10．4）

　3　　　0
拳難騨　 （0．0）

　3　　　6（13．0）　（26．1）

　1　　　28
（0．9）　灘鱗

　13
難羅
　0
（0．0）

　10
（4．2）

　4
（3．6）

　24
雛翻
　44
（18．3）

　20
繍羅
　12
（17．1）

　14
（5．8）

　8
（7．3）

　9
（12．9）

　82
綴鍛

　64
嚢雛鑛

　5
（7．1）

　10
（4．2）

　1
（0．9）

　20
（28．6）

　80
纒韓

合計

　163（100．0）

　36
（100．0）

　174
（100。0）

　19
（100．0）

　23（100．0）

　106
（100．0）

　110
（100．0）

　70
（100．0）

　240
（100。0）

はその項目（募集職種別）の最高比率
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男
性
」
募
集
で
は
、
朝
日
の
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
五
八
・
二
％
（
六
四
件
）
と
、
非
常
に
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、

毎
日
の
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
三
四
・
三
％
（
二
四
件
）
、
「
清
掃
・
警
備
」
二
八
・
六
％
（
二
〇
件
）
、
読
売
の
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

三
四
・
二
％
（
八
二
件
）
、
「
清
掃
・
警
備
」
三
三
・
三
％
（
八
○
件
）
な
ど
が
、
比
較
的
多
数
の
募
集
が
な
さ
れ
て
い
る
職
種
と
し
て

特
徴
的
で
あ
る
。

　
全
体
と
し
て
各
紙
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
朝
日
で
は
「
事
務
」
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
特
に
女
性
の
O
A
事
務
や
O

A
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
募
集
率
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
、
同
じ
専
門
職
内
部
で
も
建
築
職
人
な
ど
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
男
性
、
S
E
や

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
の
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
女
性
・
男
性
と
い
う
よ
う
に
、
募
集
性
別
に
よ
る
偏
り
が
あ
る
。
ま
た
他
の
二

紙
で
は
比
較
的
多
い
「
清
掃
・
警
備
」
職
が
全
般
的
に
少
な
い
の
も
朝
日
の
特
徴
と
い
え
る
。
毎
日
で
は
、
女
性
の
「
清
掃
・
警
備
」

（
客
室
整
備
な
ど
が
主
）
、
男
性
の
「
営
業
」
、
女
性
・
男
性
の
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
（
店
員
、
賄
い
等
）
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

ま
た
読
売
で
は
、
女
性
の
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
（
ホ
ー
ル
や
フ
ロ
ン
ト
、
配
膳
な
ど
）
、
女
性
・
男
性
募
集
の
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
調
理
師
、
美
容
師
、
看
護
士
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
）
と
「
清
掃
・
警
備
」
（
特
に
清
掃
）
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

　
（
3
）
　
新
聞
ご
と
に
み
た
就
業
形
態
の
傾
向

　
新
聞
別
に
募
集
就
業
形
態
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
み
る
と
（
表
4
）
、
「
女
性
」
募
集
に
つ
い
て
は
、
朝
日
は
O
A
事
務
や
O
A
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
経
理
事
務
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
事
務
や
営
業
の
「
派
遣
」
が
最
も
多
く
四
二
・
三
％
（
六
九
件
）
、
次
い
で
事
務
や
秘

書
、
講
師
な
ど
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
二
〇
・
二
％
（
三
三
件
）
と
多
い
。
毎
日
は
、
客
室
整
備
や
配
膳
な
ど
の
「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
」
が
大
多
数
を
占
め
、
七
二
・
二
％
（
二
六
件
）
に
達
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
読
売
で
は
ホ
ー
ル
、
清
掃
、
賄

い
を
中
心
と
す
る
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
五
一
・
七
％
（
九
〇
件
）
と
過
半
数
を
占
め
る
の
に
加
え
て
、
受
付
、
フ
ロ
ン
ト
、
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表4　募集性別ごとにみた新聞別募集形態　　　　　　　単位＝件、（）内は％

計合明不遣派

　　163

100．0）

　　36
100．0）

　　174

100．0）

　　　19

100．0）

　　　23

100．0）

　　106

100。0）

　　110

100．0）

　　　70

100．0）

　　204

100．0）

　　　29

怠マ。諺）

　　　2

（5．6）

　　　24

（13．8）

　　　15

（露．勢

　　　　8

（34．8）

　　　30

（28．3）

　　　28

（25．5）

　　　22

熔1．の

　　　42

（17．5）

　　69

繊．葡

　　　1

（2．8）

　　　3

（1．7）

　　　0

（0．0）

　　　0

（0．0）

　　　4

｛3．馨》

　　　7

（6．4）

　　12
癬．三）

　　　8

（3．3）

ノぐ一ト　・

アルバイト

　　　　　　33

　　　　（20．2）

　　　　　　26
　　　　くマ2．鎗

　　　　　　90

　　　　（51．7）

　　　　　　　0

　　　　（0．0）

　　　　　　10

　　　　（娼。窮

　　　　　　19

　　　　（17．9）

　　　　　　12

　　　　（10．9）

　　　　　　20

　　　　（28．6）

　　　　　　88
　　　　（35．7）

規正

　　32
（19．6）

　　　7

（19．4）

　　57
畿．＄）

　　　4

（21．1）

　　　5

（21．7）

　　53
㈱．暮〉

　　63
（鍵．鋤

　　　16

（22．9）

　　102

（42．5）

日
　
日
　
売

朝
　
毎
　
読

女
性
募
集

日
　
日
　
売

朝
　
毎
　
読

男
性
募
集

日
　
日
　
売

朝
　
毎
　
読

女
性
・
男
性
募
集

はその項目（募集形態別）の最高比率

一
般
事
務
な
ど
を
主
に
募
集
す
る
「
正
規
」
も
三
件
に
一
件
み

ら
れ
三
二
・
八
％
（
五
七
件
）
と
い
っ
た
数
値
が
目
立
つ
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
「
男
性
」
募
集
で
は
、
朝
日
の
場
合
募
集
数
そ
の
も
の
が
少

な
い
が
、
募
集
形
態
「
不
明
」
が
七
八
・
九
％
（
一
五
件
）
と

多
く
、
や
は
り
募
集
総
件
数
の
少
な
い
毎
日
で
「
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
」
が
四
三
・
五
％
（
一
〇
件
）
と
「
不
明
」
が
三
四
・

八
％
（
八
件
）
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
「
男
性
」
募
集
の
件
数
が
量
的
に
多
い
読
売
で
は
、
一
般
事

務
や
調
理
師
な
ど
の
職
を
主
と
し
た
「
正
規
」
の
募
集
が
五
〇
・

○
％
（
五
三
件
）
と
半
数
を
占
め
て
い
る
の
が
他
紙
と
目
立
つ

違
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
女
性
・
男
性
」
募
集
に
つ
い
て
は
、
朝
日
で
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
や
研
究
員
、
設
計
、
編
集
な
ど
の
専
門
職
を
中
心
と

す
る
「
正
規
」
が
最
多
の
五
七
・
三
％
（
六
三
件
）
と
な
っ
て

お
り
、
他
紙
の
比
率
を
上
回
る
。
毎
日
の
場
合
は
「
正
規
」
「
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
派
遣
」
「
不
明
」
の
い
ず
れ
も
が
二
～
三

割
と
分
散
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
読
売
は
調
理
師
、
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ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
技
術
職
や
営
業
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
「
正
規
」
が
四
二
・
五
％
（
一
〇
二
件
）
、
さ
ら
に
清
掃
職
が
多
く
を
占
め
る
「
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
三
六
・
七
％
（
八
八
件
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
多
い
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
新
聞
ご
と
の
違
い
は
、
広
告
主
が
お
の
お
の
の
読
者
層
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
新
聞
銘
柄
（
掲
載
紙
）
を
選

ん
で
い
る
こ
と
が
、
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
調
査
は
「
各
紙
の
特
徴
」
を
析
出
し
て
比
較
す
る
の
が

主
目
的
で
は
な
い
。
全
般
的
な
雇
用
状
況
の
中
で
、
新
聞
を
代
表
的
す
る
全
国
紙
三
紙
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
求
人
広
告
全
般

か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
編
制
の
実
態
を
探
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
以
下
の
章
で
は
前
節
ま
で
と
同
様
に
三
紙
合
計
の
数
値
で

分
析
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

III

一
九
九
六
年
調
査
結
果
の
ク
ロ
ス
集
計
分
析

一
　
　
募
集
性
別
ご
と
に
み
た
職
種
・
就
業
形
態
・
年
齢

　
（
1
）
　
女
性
は
パ
ー
ト
の
清
掃
・
軽
作
業
と
販
売
の
傾
向

　
こ
の
章
で
は
、
こ
れ
ま
．
で
の
単
純
集
計
結
果
に
よ
る
基
本
特
性
の
報
告
か
ら
さ
ら
に
分
析
を
進
め
、
性
別
と
他
の
複
数
の
要
因
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
っ
て
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
募
集
職
種
と
就
業
形
態
の
か
か
わ
り
を
募
集
性
別
ご
と
に
み
た
の
が
、
グ
ラ
フ
9
で
あ
る
。
既
に
、
他
の
募
集
性
別
と
比
べ

て
「
女
性
」
の
募
集
で
は
「
正
規
」
募
集
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
は
前
章
H
で
指
摘
し
た
。
職
種
別
に
み
た
場
合
も
、
六
つ
の
職
種
分

類
中
、
求
人
数
の
比
較
的
少
な
い
「
営
業
」
と
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
除
く
四
職
種
に
お
い
て
、
「
女
性
」
は
、
「
男
性
」
「
女
性
・
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男
性
」
に
比
べ
て
「
正
規
」
の
割
合
が
少
な
く
、
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
派
遣
」
の
非
正
規
雇
用
を
募
集
す
る
割
合
が
高
い
。
こ

う
い
っ
た
「
女
性
」
の
非
正
規
雇
用
募
集
の
う
ち
、
目
立
つ
の
は
「
事
務
」
に
お
け
る
「
派
遣
」
の
四
一
・
九
％
（
五
四
件
）
と
、
「
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
け
る
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
六
二
・
四
％
（
七
三
件
）
お
よ
び
「
清
掃
・
警
備
」
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
」
六
六
・
七
％
（
四
二
件
）
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
男
性
」
募
集
で
は
、
「
正
規
」
募
集
の
割
合
が
「
女
性
」
募
集
の
各
職
種
よ
り
も
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
「
事
務
」
で
は
「
正

規
」
が
六
八
・
○
％
（
一
七
件
）
で
あ
り
、
「
派
遣
」
や
「
パ
r
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
は
募
っ
て
い
な
い
。
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
で
も

「
正
規
」
が
四
六
・
九
％
（
一
五
件
）
を
占
め
、
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
派
遣
」
は
一
割
以
下
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
し
「
男
性
」
募

集
の
場
合
で
も
、
「
清
掃
・
警
備
」
で
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
割
合
が
高
く
、
五
五
・
九
％
（
一
九
件
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
女
性
・
男
性
」
募
集
で
も
、
お
し
な
べ
て
「
正
規
」
が
多
い
。
た
だ
し
、
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
の
雇
用
形
態
を
と
る
求
人

が
い
く
つ
か
の
職
種
で
み
ら
れ
、
特
に
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
清
掃
・
警
備
」
で
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
そ
れ
ぞ
れ
四

五
・
八
％
（
三
三
件
）
、
五
九
・
四
％
（
六
〇
件
）
と
、
目
立
つ
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
総
じ
て
、
新
聞
に
お
け
る
女
性
の
求
人
は
、
店
員
や
賄
い
な
ど
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ビ
ル
清
掃
や
ホ
テ
ル
の

客
室
整
備
な
ど
「
清
掃
・
警
備
」
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
そ
し
て
「
事
務
」
の
派
遣
社
員
と
し
て
募
集
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

　
（
2
）
　
事
務
職
で
は
若
い
女
性
が
採
ら
れ
る
傾
向

　
次
に
、
募
集
職
種
と
募
集
年
齢
の
か
か
わ
り
を
性
別
ご
と
に
み
た
の
が
グ
ラ
フ
ー
0
で
あ
る
。

　
「
女
性
」
で
は
「
事
務
」
の
「
～
4
4
歳
」
と
い
う
求
人
が
五
五
・
八
％
（
七
二
件
）
と
際
だ
ち
、
平
均
年
齢
も
三
八
・
九
歳
と
若
め

と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
「
女
性
」
求
人
で
も
、
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
よ
り
年
齢
の
高
い
人
（
ベ
テ
ラ
ン
？
）
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
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グラフm　募集性別ごとにみた募集職種と募集年齢
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「
～
5
4
歳
」
が
三
一
・
六
％
（
三
七
件
）
と
最
も
多
く
、
平
均
年
齢
も
五
〇
・
四
歳
と
高
い
。
「
男
性
」
で
目
立
つ
の
は
「
営
業
」
で
、

「
～
64
歳
」
「
～
7
4
歳
」
が
多
く
、
平
均
五
〇
・
五
歳
で
あ
る
。
「
女
性
・
男
性
」
募
集
は
全
体
的
に
募
集
年
齢
が
高
め
で
、
中
で
も
「
清

掃
・
警
備
」
で
「
～
64
歳
」
の
高
齢
者
募
集
が
五
一
・
五
％
（
五
二
件
）
と
多
く
、
平
均
五
八
・
七
歳
と
全
層
中
最
も
年
齢
が
高
い
。

た
だ
し
、
「
清
掃
・
警
備
」
は
い
ず
れ
の
募
集
性
別
と
も
平
均
五
四
歳
か
ら
五
九
歳
の
問
の
募
集
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
性
別
に
よ
る

募
集
年
齢
差
は
他
の
職
種
に
比
べ
て
あ
ま
り
な
い
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
募
集
年
齢
の
指
定
の
あ
る
求
人
に
つ
い
て
み
た
が
、
一
方
に
特
に
年
齢
の
指
定
「
な
し
」
、
つ
ま
り
年
齢
制
限
が
無
い
も

の
が
二
五
二
件
（
二
六
・
八
％
）
あ
っ
て
、
大
き
な
群
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
特
に
多
い
の
は
「
女
性
」
の
「
事

務
」
一
五
・
五
％
（
二
〇
件
）
と
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
三
〇
・
八
％
（
三
六
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
で
の
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
四

六
・
五
％
（
四
六
件
）
と
「
清
掃
・
警
備
」
二
九
・
七
％
（
三
〇
件
）
や
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
二
七
・
八
％
（
二
二
件
）
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
（
3
）
　
女
性
の
正
規
募
集
は
四
〇
代
ま
で

　
さ
ら
に
グ
ラ
フ
ー1
よ
り
、
就
業
形
態
と
募
集
年
齢
と
の
関
係
を
性
別
に
み
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

　
「
正
規
社
員
」
募
集
に
つ
い
て
は
、
「
女
性
」
と
「
女
性
・
男
性
」
で
は
「
～
4
4
歳
」
の
年
齢
層
の
募
集
が
最
も
多
く
前
者
が
二
九
・

二
％
（
二
八
件
）
、
後
者
が
三
四
・
八
％
（
六
三
件
）
で
あ
り
、
加
齢
に
伴
っ
て
漸
減
し
て
い
る
が
、
「
男
性
」
で
は
比
較
的
高
齢
層
の

「
～
64
歳
」
で
も
二
九
・
○
％
（
一
八
件
）
の
求
人
が
あ
る
。
男
性
は
、
年
齢
を
経
た
再
就
職
者
・
転
職
者
な
ど
に
も
正
社
員
と
し
て
の

道
が
か
な
り
開
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
募
集
に
つ
い
て
は
、
ど
の
募
集
性
別
で
も
六
〇
代
ま
で
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
募
集
比
率
が
高
く
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グラフ11募集性別ごとにみた募集形態と募集年齢
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　　　　　　グラフ12募集性別ごとにみた就業形態と給与形態　単位＝％

　　　　　　　　　團固定給團日給　國時間給皿記載なし□言及あり　　　　　　、、
N
96

62

181

0．6

　　7　　149

　　　　　　　　29

　　　　　　　120

　蓬箋蓬

　　　難　　　欝　性女

羅　
難
　
蓼
　
嚢

馨性
　
性

　
男
男
性
　
女

　
ト
ト
材
一
砂

パ
カ

73
　4

　
2
7

灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　顯4　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　轟
　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　購

　　　　　　垂

　　　　駐　　　　』　　　墓

　　　女

　遣派

55
　
5
3

92

27．3

32．1

27．2

　
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
「
派
遣
」
募
集
に
つ
い
て
は
、
「
女
性
」
で
は
「
～
4
4
歳
」

％

の
求
人
が
六
七
・
一
％
（
四
九
件
）
と
き
わ
め
て
高
い
比
率
を

oo
1
示
し
て
い
る
。
一
方
「
男
性
」
の
場
合
は
、
三
件
と
件
数
は
少

　
な
い
も
の
の
「
～
6
4
歳
」
が
最
大
と
な
っ
て
お
り
、
「
女
性
・
男

　
8
性
」
で
も
五
〇
代
ま
で
は
加
齢
に
と
も
な
っ
て
増
加
傾
向
を
示

　
し
「
～
54
歳
」
で
最
多
の
二
九
・
六
％
（
八
件
）
と
な
っ
て
い

　
6
る
。
女
性
募
集
の
「
～
44
歳
」
と
い
う
の
は
募
集
年
齢
の
上
限

　
が
四
四
歳
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
若
い
女
性
を
派

40

遣
社
員
と
し
て
採
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

Q　　　20
　
　
　
二
　
募
集
性
別
ご
と
に
み
た
職
種
・
給
与
形
態
・

　
　
　
　
年
齢

　
（
1
）
　
女
性
の
事
務
・
販
売
職
は
パ
ー
ト
で
時
間
給
の
傾
向

　
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
就
業
形
態
と
給
与
形
態
の
関
係
を

募
集
性
別
ご
と
に
み
る
と
、
グ
ラ
フ
ー
2
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

性
別
を
問
わ
ず
、
「
正
規
社
員
」
で
あ
れ
ば
「
固
定
給
」
払
い
、

「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
あ
れ
ば
「
時
問
給
」
払
い
（
あ
る
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い
は
「
日
給
」
）
と
な
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
常
識
的
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
仔
細
に
み
て
み
る
と
、
「
女
性
」
の
七
八
・
一
％

（
七
五
件
）
が
「
正
規
」
募
集
で
「
固
定
給
」
支
払
い
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
男
性
」
の
そ
れ
は
九
六
・
八
％
（
六
〇
件
）
と
高

い
。
ま
た
、
「
女
性
」
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
に
お
け
る
「
固
定
給
」
率
が
一
・
三
％
（
二
件
）
と
ご
く
わ
ず
か
な
の
に
対
し
、

「
男
性
」
で
は
「
固
定
給
」
支
払
い
が
比
率
の
上
で
は
二
七
・
六
％
（
八
件
）
み
ら
れ
る
。
ま
た
固
定
給
以
外
の
給
与
形
態
で
も
性
に
よ

る
違
い
が
み
ら
れ
、
「
男
性
」
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
は
、
「
日
給
」
払
い
が
二
七
・
六
％
で
「
時
間
給
」
が
四
一
・
四
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
女
性
」
で
は
八
一
・
九
％
ま
で
が
「
時
間
給
」
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
募
集
職
種
と
給
与
形
態
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
グ
ラ
フ
ー
3
の
よ
う
に
、
「
女
性
」
の
「
事
務
職
」
で
は
、
「
固
定
給
」
払
い

は
二
七
⊥
％
（
三
五
件
）
に
と
ど
ま
り
、
「
時
間
給
」
払
い
の
五
五
・
八
％
（
七
二
件
）
の
半
数
で
あ
る
。
ま
た
「
女
性
」
の
「
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
」
で
は
さ
ら
に
「
時
問
給
」
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
く
五
三
・
○
％
（
六
二
件
）
と
、
「
固
定
給
」
一
八
・
八
％
（
二
二
件
）

の
三
倍
近
く
に
も
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
「
営
業
」
「
清
掃
・
警
備
」
な
ど
で
も
「
女
性
」
の
「
時
間
給
」
が
「
固
定
給
」
よ
り
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
男
性
」
は
、
全
部
の
職
種
に
わ
た
っ
て
「
固
定
給
」
の
割
合
が
高
く
、
「
時
間
給
」
の
割
合
が
少
な

い
。

　
「
日
給
」
の
給
与
形
態
を
と
る
も
の
は
全
体
的
に
少
な
い
が
参
考
ま
で
に
み
て
お
く
と
、
「
清
掃
・
警
備
」
で
「
女
性
」
七
・
九
％
（
五

件
）
、
「
男
性
」
二
一
二
・
五
％
（
八
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
二
九
・
七
％
（
三
〇
件
）
と
、
こ
の
職
種
に
偏
っ
て
分
布
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
男
性
は
ど
の
年
齢
層
で
も
固
定
給
の
傾
向

　
グ
ラ
フ
ー
4
か
ら
、
募
集
性
別
ご
と
に
年
齢
と
給
与
形
態
の
関
係
を
み
る
と
、
「
女
性
」
募
集
の
う
ち
「
～
3
4
歳
」
と
「
～
5
4
歳
」
で
「
固

定
給
」
払
い
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
三
三
・
三
％
（
一
二
件
）
、
三
四
・
八
％
（
二
三
件
）
と
や
や
高
い
が
、
「
～
4
4
歳
」
の
固
定
給
支
払
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グラフ13　募集性別ごとにみた募集職種と給与形態

圏固定給團日給團時間給皿記載なし□言及あり
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㌔
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羅議　　　　搬鐘

　　欝縷酸馨
，羅撚醸

37．5
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グラフ14募集性別ごとにみた募集年齢と給与形態
単位

　　　女　性

～34歳　男　性

　　女性・男性

　　　女　性

～44歳　男　性

　　女性・男性

　　　女　性
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　　　女　性
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　　女性・男性
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　　女性・男性
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麗固定給團日給團時商給皿，記載なし□言及あり
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15．6

12。9

12．0
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難　難騰
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13．6

15．8

12．5

駿
辮
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難難　灘
　　　　難藝

　　翻蓼

馨　醤　　　蓬鵬　辮
　　　翻遜

5．1

4．

難壌藝

　
　
　
　
難
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い
率
は
一
六
・
四
％
（
一
九
件
）
と
低
く
、
「
～
64
歳
」
で
は
さ
ら
に
減
っ
て
一
一
・
一
％
（
七
件
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
年
齢
層

で
は
そ
れ
に
か
わ
っ
て
「
時
問
給
」
が
そ
れ
ぞ
れ
六
八
・
一
％
（
七
九
件
）
、
六
〇
・
三
％
（
三
八
件
）
と
、
目
立
っ
て
多
い
。
特
に
四

〇
代
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
こ
の
年
齢
層
に
「
派
遣
」
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
「
男
性
」
で
は
お
お
む
ね
ど
の
年
齢
で
も
「
固
定
給
」
が
六
割
か
ら
そ
れ
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
「
～
74

歳
」
の
高
齢
者
で
も
五
割
を
占
め
て
い
る
。
「
女
性
・
男
性
」
募
集
の
場
合
に
は
、
「
～
3
4
歳
」
「
～
4
4
歳
」
「
～
5
4
歳
」
の
壮
年
の
人
び

と
を
「
固
定
給
」
で
募
集
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
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三
　
募
集
性
別
ご
と
に
み
た
そ
の
他
の
項
目
と
の
関
係

　
（
1
）
　
女
性
は
高
卒
の
事
務
職
の
傾
向

　
募
集
条
件
と
し
て
の
学
歴
の
指
定
に
つ
い
て
職
種
と
関
連
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
グ
ラ
フ
ー
5
に
示
す
通
り
学
歴
の
指
定
が
な
い
「
指

定
な
し
」
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
募
集
性
別
に
よ
り
違
い
が
み
ら
れ
、
「
女
性
」
と
「
女
性
・
男
性
」
募
集
で
の
「
事
務
」
と
「
営

業
」
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
「
指
定
な
し
」
率
が
五
～
六
割
と
低
く
、
「
男
性
」
の
「
指
定
な
し
」
が
九
割
を
占
め
て
い
る
の
と

比
べ
、
何
ら
か
の
学
歴
指
定
が
な
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
や
や
強
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
女
性
の
ハ
ー
ド
ル
の
方
が
相
対
的
に
高
め
に
設

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
学
歴
を
指
定
し
て
の
募
集
は
、
「
女
性
」
の
「
事
務
」
で
の
「
高
卒
」
募
集
三
九
・
五
％
（
五
一
件
）
が
、
全
職
種
を
通
じ
て
最
多
と

な
っ
て
い
る
。
事
務
要
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
主
と
し
て
高
卒
の
女
性
、
と
い
う
定
型
が
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
「
女

性
・
男
性
」
募
集
の
場
合
は
「
事
務
」
で
「
大
学
・
短
大
卒
」
を
求
め
る
傾
向
が
二
六
二
％
（
六
件
）
と
相
対
的
に
高
い
。
次
い
で
、

「
女
性
」
の
「
営
業
」
で
の
「
高
卒
」
募
集
二
六
・
七
％
（
八
件
）
と
、
「
女
性
・
男
性
」
の
「
営
業
」
で
の
「
大
学
・
短
大
卒
」
一
〇
・
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グラフ15募集性別ごとにみた募集職種と学歴　　単位：％
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九
％
（
五
人
）
が
目
立
つ
。
い
ず
れ
も
、
女
性
単
独
募
集
の
場
合
に
は
高
校
卒
で
、
両
性
募
集
の
場
合
に
は
大
卒
程
度
で
求
め
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
職
種
で
学
歴
を
指
定
し
て
い
る
も
の
は
、
「
女
性
」
募
集
で
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
「
大
学
・
短
大
卒
」
が
二
一
・

四
％
（
三
件
）
と
、
「
女
性
・
男
性
」
募
集
で
「
事
務
」
の
二
六
二
％
（
六
件
）
が
「
大
学
・
短
大
卒
」
を
条
件
と
し
て
い
る
の
が
目

に
つ
く
。
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（
2
）
　
派
遣
に
求
め
ら
れ
て
い
る
資
格
要
件
の
内
容

　
資
格
に
関
し
て
は
、
英
会
話
や
O
A
技
術
、
簿
記
の
資
格
や
免
許
な
ど
の
「
技
能
」
系
の
資
格
を
要
求
す
る
も
の
と
、
「
長
期
で
き
る

方
」
や
「
経
験
者
求
む
」
な
ど
の
「
条
件
」
付
き
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
「
女
性
」
募
集
に
お
け
る
技
能
資
格
言
及
率
は
一
八
・
五
％
（
六

九
件
）
、
条
件
言
及
率
は
一
四
・
二
％
（
五
三
件
）
、
「
男
性
」
募
集
で
の
技
能
資
格
言
及
率
は
二
一
・
六
％
（
三
二
件
）
、
条
件
言
及
率

は
六
二
％
（
九
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
で
の
技
能
資
格
言
及
率
は
一
三
・
三
％
（
五
六
件
）
、
条
件
言
及
率
は
二
〇
・
O
％
（
八
四
件
）

で
あ
っ
た
。
男
性
募
集
に
「
技
能
」
系
の
資
格
が
要
求
さ
れ
、
女
性
・
男
性
募
集
で
「
条
件
」
が
求
め
ら
れ
る
割
合
が
比
較
的
高
い
が
、

資
格
や
条
件
に
「
言
及
な
し
・
不
問
」
の
値
は
各
性
別
と
も
七
割
前
後
で
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
ず
（
グ
ラ
フ
ー
6
）
、
全
九
四
一
件
中
何

ら
か
の
資
格
や
条
件
に
言
及
し
た
求
人
広
告
は
全
体
で
三
〇
三
件
、
三
一
，
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。

　
募
集
性
別
ご
と
に
就
業
形
態
別
の
資
格
へ
の
言
及
率
を
比
べ
て
み
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
ど
の
性
別
で
も
「
正
規
」
募
集
で
は
技
能

に
言
及
す
る
も
の
が
一
七
％
前
後
だ
が
、
「
女
性
」
の
「
派
遣
」
で
は
三
四
％
に
技
能
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
条
件
を
付
け
た
も

の
も
二
二
％
と
高
い
。
派
遣
社
員
と
い
う
も
の
が
正
社
員
よ
り
も
資
格
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
傾
向
が
女
性
の
社
員
に
対
し
て
よ
り
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
と
も
と
派
遣
労
働
は
、
専
門
性
と
強
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
資
格
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
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グラフ16　募集性別ごとにみた資格要件の有無
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表5　募集性別ごとにみた就業形態と資格要件
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9414．663。215。516．7合計
はその項目（資格別）の最高比率
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表6　資格への言及の内訳

％

23．8

16．2

5。9

3．0
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1．0

51．9

数件資格内容
72
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18963

　
　
　
能

　
　
　
技

　
　
　
格

許
能
力
資

免
技
能
他
記
攻

転
A
語
の

運
O
英
そ
簿
専

157

％
齢
卵
脇
％
B
ω

289

21

157

7
4
3

48．1

100．0

146

303

小　計

経験者

長期間（時間）

その他

家族関係（夫婦など

資　金

意　欲

新　卒

小　計

　　　計

能技

件条

合

当
然
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
女
性
」
の
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
」
で
は
資
格
へ
の
言
及
率
が
他
の
募
集
性
別
よ
り
高
め
と

な
っ
て
い
る
。

　
言
及
さ
れ
て
い
る
資
格
や
条
件
の
内
訳
は
表
6
に
示
し
た
。

「
運
転
免
許
」
を
筆
頭
に
「
O
A
技
能
」
、
ま
た
「
経
験
者
」
「
長

期
」
な
ど
の
文
言
が
並
ぶ
。
広
告
で
要
求
さ
れ
て
い
た
資
格
内

容
を
実
際
に
み
て
み
る
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
関
係
が
多
く
、
「
O
A

操
作
経
験
者
」
「
≦
一
巳
○
≦
ω
経
験
者
」
な
ど
、
オ
フ
ィ
ス
の
O

A
操
作
要
員
と
し
て
派
遣
社
員
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ

た
。
他
に
は
「
要
英
会
話
能
力
」
な
ど
が
派
遣
の
事
務
募
集
な

ど
で
目
立
っ
た
。
総
じ
て
、
「
運
転
免
許
」
は
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
「
清
掃
・
警
備
」
で
、
「
O
A
技
能
」
は
「
事
務
」
で
求
め

ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
ま
た
「
経
験
者
」
は
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
で
、
「
長
期
」
は
「
事
務
」
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
で

求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

　
最
後
に
、
「
社
会
保
険
」
や
「
海
外
旅
行
有
」
な
ど
の
福
利
厚

生
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
グ
ラ
フ
ー
7
に
示
し
た
よ
う
に

性
別
ご
と
に
比
較
し
て
み
る
と
、
「
女
性
」
募
集
の
場
合
に
は
福
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福利厚生記述の有無グラフ17募集
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利
厚
生
に
つ
い
て
の
記
述
「
あ
り
」
が
三
四
・
九
％
（
二
二
〇
件
）
に
対
し
て
、
「
な
し
」
は
六
五
・
一
％
（
二
四
三
件
）
と
、
な
い
ほ

う
が
二
倍
弱
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
募
集
の
場
合
は
福
利
厚
生
の
言
及
が
「
あ
り
」
「
な
し
」
ほ
ぼ
半
々

と
な
っ
て
い
る
。
他
の
募
集
性
別
と
比
較
し
て
女
性
募
集
で
は
、
福
利
厚
生
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
就
業
形
態
と
福
利
厚
生
と
の
関
係
を
示
し
た
の
が
表
7
で
あ
る
。
全
募
集
性
別
を
通
じ
て
、
「
正
規
」
募
集
で
の
福
利
厚
生
へ
の
言
及

率
が
高
い
。
た
だ
し
、
「
女
性
」
に
つ
い
て
は
五
九
・
四
％
（
五
七
件
）
と
、
「
男
性
」
七
一
・
○
％
（
四
四
件
）
、
「
女
性
・
男
性
」
六

九
・
六
％
（
一
二
六
件
）
に
比
べ
て
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
く
な
っ
て
い
る
。
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
募
集
で
も
「
男
性
」
「
女
性
・

男
性
」
の
福
利
厚
生
記
載
率
が
三
割
と
、
「
女
性
」
の
二
割
よ
り
も
高
い
。
女
性
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
福
利
厚
生
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
「
男
性
」
の
「
事
務
職
」
の
固
定
給
は
「
女
性
」
の
［
・
四
倍

　
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
女
性
」
募
集
の
求
人
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
平
均
固
定
給
金
額
は
二
二
〇
〇
七
三
円
で
、
他
の
募
集

性
別
に
比
べ
て
五
万
円
か
ら
一
〇
万
円
近
く
安
く
な
っ
て
い
る
。
募
集
職
種
と
給
与
（
固
定
給
）
と
の
関
連
で
み
る
と
、
表
8
の
よ
う

に
、
「
女
性
」
募
集
で
は
「
営
業
職
」
が
二
七
万
円
強
で
最
も
高
く
、
「
清
掃
・
警
備
」
が
一
八
万
円
弱
で
最
も
安
い
。
「
男
性
」
で
は
「
専

門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
数
は
少
な
い
な
が
ら
最
も
高
く
四
七
万
円
、
「
清
掃
・
警
備
」
が
最
も
安
く
二
二
万
円
、
「
女
性
・
男
性
」
は

最
高
が
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
四
三
万
円
に
対
し
て
最
低
が
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
二
五
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
「
女
性
」
の

固
定
給
最
高
額
は
「
男
性
」
の
平
均
（
二
七
万
円
）
に
等
し
く
、
ま
た
「
女
性
・
男
性
」
募
集
の
最
低
額
に
む
し
ろ
近
い
。
「
女
性
」
の

「
清
掃
・
警
備
・
軽
作
業
職
」
は
、
全
募
集
中
最
も
低
い
金
額
で
あ
る
。

　
女
性
と
男
性
の
給
与
格
差
が
一
番
大
き
い
職
種
は
、
表
8
に
み
る
よ
う
に
「
事
務
職
」
で
八
〇
四
一
二
円
の
差
、
唯
一
「
営
業
職
」
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表8　募集職種ごとにみた募集性別ごとの平均固定給　　　　　　　　　単位：円
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38966．2

△21969．7
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の
み
「
女
性
」
の
方
が
三
八
九
六
六
円
高
か
っ
た
も
の
の
、
全
職
種
を
合
わ
せ
た
平
均
格
差
は
五
二
七
一
八
円
に
の
ぼ
る
。
「
女
性
」
の

固
定
給
平
均
金
額
の
指
数
を
一
〇
〇
と
す
る
と
「
男
性
」
の
そ
れ
は
一
二
四
、
募
集
職
種
ご
と
に
み
た
場
合
最
も
差
が
あ
る
の
が
「
事

務
職
」
の
一
〇
〇
対
一
四
〇
、
次
い
で
「
清
掃
・
警
備
」
の
一
〇
〇
対
一
二
四
で
あ
る
。

W
　
多
変
量
解
析
に
よ
る
九
六
年
求
人
広
告
の
分
析

201新聞求人広告にみるジェンダーの現状（田中ほか）

　
　
　
－
　
数
量
化
H
類
の
結
果
に
み
る
募
集
性
別
の
規
定
要
因

　
（
1
）
　
「
女
性
」
募
集
と
そ
れ
以
外
の
募
集
を
分
け
る
軸

　
こ
れ
ま
で
は
、
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
っ
て
項
目
（
変
数
）
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
し
、
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
項
目

問
の
関
連
性
を
要
約
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
、
多
変
量
解
析
が
あ
る
。
多
変
量
解
析
は
、
変
数
の
種
類
（
金
額
の
よ
う
な
量
的
変
数

な
の
か
、
「
女
性
／
男
性
／
女
性
・
男
性
」
の
よ
う
な
質
的
な
い
し
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
な
変
数
な
の
か
）
や
、
分
析
目
的
（
予
測
な
の
か
、

分
類
な
の
か
、
そ
れ
と
も
デ
ー
タ
の
要
約
な
の
か
等
々
）
、
ま
た
変
数
同
士
の
関
連
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
手
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
本
調
査
の
デ
ー
タ
の
多
く
は
、
「
事
務
職
／
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
／
…
」
や
「
固
定
給
／
時
間
給
／
…
」
な
ど
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
的

な
変
数
（
質
的
変
数
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
質
的
変
数
を
用
い
て
多
変
量
解
析
を
行
う
た
め
の
代
表
的
な
方
法
の
一
つ
が
林
知
己
夫

の
数
量
化
理
論
で
あ
る
。

　
こ
の
節
で
は
、
求
人
の
「
募
集
性
別
」
が
他
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
、
数
量
化
理
論
H
類
に
よ
っ
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て
検
討
し
て
み
よ
う
。
数
量
化
H
類
と
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
が
分
か
れ
る
原
因
を
質
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
探
り
出
す
方
法

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
目
的
変
数
（
こ
こ
で
は
「
性
別
」
）
を
、
説
明
変
数
（
こ
こ
で
は
「
職
種
」
「
給
与
形
態
」
な
ど
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
予
測
・
判
別
す
る
手
法
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
性
別
を
予
測
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
が
、
数
量
化
理
論
H
類
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
性
別
の
規
定
要
因
と
し
て
ど
ん
な
変
数
が
効
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
説
明
力
の
相
対
的
な
大
き
さ
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
、
目
的
変
数
を
「
募
集
性
別
」
と
し
、
説
明
変
数
を
「
新
聞
銘
柄
」
「
募
集
職
種
」
「
給
与
形
態
」
「
募
集
年
齢
」
「
資
格
」
「
学

歴
」
の
六
つ
と
し
て
、
数
量
化
n
類
に
よ
る
解
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
六
つ
の
説
明
変
数
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
独
立
性
の
低
い
変

数
が
複
数
含
ま
れ
る
と
結
果
が
偏
っ
た
り
不
自
然
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
独
立
性
の
高
い
変
数
を
残
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
に

あ
ら
か
じ
め
因
子
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
判
明
し
た
相
互
関
係
の
低
い
上
記
六
つ
の
変
数
を
残
し
た
（
た
と
え
ば
、
ク
ロ
ス
集
計
か

ら
も
明
ら
か
だ
っ
た
よ
う
に
、
固
定
給
だ
っ
た
ら
正
規
雇
用
、
時
間
給
だ
っ
た
ら
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
が
多
い
こ
と
な
ど
、

「
給
与
形
態
」
と
「
就
業
形
態
」
と
は
同
じ
動
き
を
す
る
傾
向
が
強
い
。
本
来
な
ら
ば
、
「
就
業
形
態
」
を
変
数
と
し
て
選
ぶ
の
が
分
析

上
望
ま
し
い
が
、
相
関
比
の
計
算
を
行
っ
た
結
果
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
別
に
計
算
を
行
い
、
よ
り
予
測
力
の
高
い
「
給
与
形

態
」
を
残
し
た
）
。
「
年
齢
」
は
、
「
～
74
歳
」
の
該
当
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
「
～
6
4
歳
」
と
合
併
し
た
。
ま
た
、
「
資
格
」
の
内
訳
は

「
技
能
」
「
条
件
」
「
言
及
な
し
」
の
三
分
類
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
こ
で
の
性
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
「
女
性
」
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
の
三
つ
な
の
で
、
あ
る
一
つ
の
性
別
と
そ
れ
以
外
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
る
第
一
の
軸
、
そ
し
て
残
り
の
性
別
を
分
け
る
第
二
の
軸
に
よ
っ
て
弁
別
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
表
9
に
み
る
よ

う
に
、
性
別
を
判
別
す
る
た
め
に
計
算
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
ス
コ
ア
の
平
均
値
（
判
別
値
）
は
、
「
女
性
」
が
○
・
六
九
と
プ
ラ
ス
の
値
を

と
り
、
「
男
性
」
と
「
女
性
・
男
性
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ー
○
・
三
七
、
1
0
・
四
八
と
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
と
っ
て
、
両
者
が
二
分
さ
れ
た
。
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表9　サンプルスコアの平均値

II

O．03

0．77

0．25

　　1

　　0．69

－0．37

－0．48

集
集
集

　
　
募

募
募
性

　
　
男

性
性
・

　
　
性

女
男
女

（）内は％表10判別の的中率

計

373

100．0

148

100．0

420

100．0

女性・男性

　　　　　52

　　（13．9）

　　　　　35

　　（23．6）

　　　　198

　　韓．玉〉

判別結果

　男性

　　88
（23．6）

　　73
㈱、琴）

　117
（27．9）

女’性

　233
〈鎗．5〉

　　40

（27．0）

　105
（25．0）

女性募集

男性募集

女性・男性募集

正判別率＝53．6％

第
一
の
軸
と
し
て
は
、
「
女
性
」
と
そ
れ
以
外
（
「
男
性
」
及
び
「
女
性
・

男
性
」
）
を
分
け
る
軸
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
え
る
。
判
別
力
の
指
標
と
し

て
用
い
ら
れ
る
相
関
比
は
、
第
一
の
軸
で
は
○
・
三
一
五
で
、
あ
る
程

度
の
判
別
力
（
予
測
力
）
が
見
出
さ
れ
た
。
第
二
の
軸
の
方
は
、
「
男
性
」

が
ー
○
・
七
七
と
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り
、
「
女
性
・
男
性
」
は
○
・
二
五

と
プ
ラ
ス
値
と
な
っ
た
。
第
二
軸
に
お
け
る
「
女
性
」
は
○
・
〇
三
と
、

ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
値
に
近
く
、
三
つ
の
性
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
こ
の
二
つ
の

軸
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
。
第
二
軸
の
相
関
比
は
○
・
一
二
二
で
あ
っ

た
。　

こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
「
女
性
」
の
求
人
は
、
「
男
性
」
求
人
や
「
女

性
・
男
性
」
求
人
よ
り
も
、
「
新
聞
銘
柄
」
「
募
集
職
種
」
「
給
与
形
態
」

「
募
集
年
齢
」
「
資
格
」
「
学
歴
」
な
ど
の
ご
く
少
な
い
要
因
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
予
測
で
き
る
（
た
と
え
ば
朝
日
で
「
事
務
」
で
「
時
間
給
」

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
れ
ば
「
女
性
」
の
募
集
、
と
い
っ
た
よ
う
な
類
型

的
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
1
0
の
性
別
判
別
の

的
中
率
を
み
る
と
、
ア
ミ
か
け
部
の
よ
う
に
性
別
の
的
中
率
は
五
～
六

割
に
達
し
て
い
る
。
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（
2
）
　
募
集
性
別
を
規
定
す
る
も
の
は
主
に
職
種

　
次
に
、
六
つ
の
説
明
変
数
（
項
目
）
ご
と
に
、
影
響
力
の
相
対
的
な
強
さ
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
数
量
化
1
1
類
の
第
一
軸
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
表
を
み
る
と
（
表
n
）
、
影
響
力
の
指
標
と
し
て
最
大
値
と
最
小
値
間
の
幅
（
レ
ン
ジ
）

の
大
き
い
項
目
か
ら
順
に
、
「
募
集
職
種
」
一
・
八
九
、
「
給
与
形
態
」
一
・
一
〇
、
「
学
歴
」
一
・
〇
一
、
「
新
聞
銘
柄
」
○
・
八
九
、

「
募
集
年
齢
」
○
・
四
三
、
「
資
格
」
○
・
〇
五
と
な
っ
て
お
り
、
募
集
性
別
に
は
特
に
「
職
種
」
が
大
き
く
関
係
し
、
次
い
で
「
給
与

形
態
」
と
「
学
歴
」
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
職
種
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
と
表
9
の
サ
ン
プ
ル
ス
コ
ア
の
平
均
値
と
の
近
さ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
と
性
別
と
の
関
係

が
明
ら
か
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
「
事
務
」
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
は
そ
れ
ぞ
れ
○
・
八
五
、
○
・
五
〇
で
、
「
女
性
」
で
あ
る
度
合
が
高

い
。
逆
に
、
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ー
一
・
〇
四
、
ー
○
・
六
三
で
「
女
性
」
以
外
、
す
な

わ
ち
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
で
あ
る
度
合
が
高
い
。
た
だ
し
、
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
値
は
同
じ
マ
イ
ナ
ス
符
号
で
も
や
や
違
い
が
み
ら
れ
、
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
よ
り
マ
イ
ナ
ス
に
偏
っ
て
い
る
た
め
、
「
女
性
」

以
外
の
度
合
い
が
よ
り
強
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
「
給
与
形
態
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
時
間
給
」
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ト
が
○
・
七
一
で
「
女
性
」
、
「
固
定
給
」
及
び
「
言
及

な
し
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ー
○
・
三
八
、
ー
○
・
三
九
で
「
男
性
」
あ
る
い
は
「
女
性
・
男
性
」
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
「
日
給
」
と
「
金

額
は
な
い
が
言
及
あ
り
」
は
、
マ
イ
ナ
ス
値
を
取
っ
て
い
る
の
で
同
様
に
「
女
性
」
以
外
の
傾
向
が
や
や
み
ら
れ
る
。

　
「
学
歴
」
で
は
、
「
高
卒
上
」
と
「
指
定
な
し
」
が
そ
れ
ぞ
れ
○
・
〇
七
と
○
・
〇
五
で
「
女
性
」
、
「
不
問
」
と
「
大
学
・
短
大
卒
」

が
そ
れ
ぞ
れ
ー
○
・
九
五
、
1
0
・
六
〇
で
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
の
度
合
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
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表11数量化II類の結果　カテゴリースコア

件数硫ゴ片レンジ偏相関係数
　　　292　　　　　　　　　0。60　　　　　　　0．89　　　　　　0．24

　　　129　　　　　　　－0．29

　　　520　　　　　　　－0．26

　　　177　　　　　　　　　　0．85　　　　　　　　1．89　　　　　　　0．37

　　　221　　　　　0．50

　　　104　　　　　　　－0．18

　　　141　　　　　　　－0．63

　　　100　　　　　　　－1．04

　　　198　　　　　　　－0．25

　　　325　　　　　　　－0．38　　　　　　　1．10　　　　　　0．29

　　　　61　　　　－0．13

　　　287　　　　　0．71

　　　133　　　　　　　－0．16

　　　135　　　　　　　－0．39

　　　　83　　　　　　　　　　0．08　　　　　　　　0．43　　　　　　　0．07

　　　237　　　　　　　－0．09

　　　165　　　　　0．16

　　　181　　　－0．10

　　　252　　　　　　0．05

　　　　23　　　　－0。27

　　　157　　　　　　　　　0。03　　　　　　　0．05　　　　　　0．01

　　　146　　　　　0．03

　　　638　　　　　　　－0．01

　　　　31　　　　　　－0．60　　　　　　　1．Ol　　　　　　O．12

　　　　77　　　　　0。07

　　　　20　　　　－0．95

　　　791　　　　　0．05

　　　　22　　　　－0．44

第1相関軸

相関比＝．315

日
日
売

朝
毎
読

　
　
　
ル

　
　
　
ア

　
ス
　
ル
ユ

　
ビ
　
ア
ニ

　
一
　
ユ
マ
備

務
サ
業
ニ
ン
警

　
・
　
マ
ノ
・

　
売
　
門
門
掃

事
販
営
専
専
清

新
聞
、
　
職
種

固定給
日　給
時間給
記載なし

言及あり

～34歳

～44歳

～54歳

～74歳

な　　し

不　問

給
与
形
態

年
　
齢

　
問

能
件
不
　
し

技
条
な

資
格

上卒大
短
上
問
し
他

・
　
　
な

学
卒
定
の

大
高
不
指
そ

学
　
歴
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　　　　（表11のつづき）

第II相関軸

相関比＝．122

新
聞

職
種

給
与
形
態

年
齢

資
格

学
歴

日
日
売

朝
毎
読
事務一’冒
販売・サービス

営業
専門マニュァル

専門ノンマニュアル

清掃・警備

固定給

日給
時間給
記載なし

言及あり

～34歳

～44歳

～54歳

～74歳

なし
不問
…
　
　
問

へ
能
件
不

一
　
　
し

…
技
条
な

上卒大
短
上
問
し
他

静
卒
欝

大
高
不
指
そ

件数級ツ下レンジ偏相関係数
292

129

520

0．21

0．33

』二〇・20

0．53　　　　　　　0．08

177

221

104

141

100

198．

一〇．67

－0．24

－0．88

0．86

0．75

0．35

’
1
：
7 4　0．22一

325

61

287

133

135

一〇．65

0．12

0．70

0．06

－9・03

1。34　0．20’

83

237

165

181

252

23

一〇．22

0．30

0．60

－0．70

－0．17

0・8星

1．52　－0．16

157

146

“38

一〇．72

0．48

0．07

1．20　　　　　　　0．13

31

77

20

791

22

1．58

0．32

0．42

－0．13

1．04

1．71　　　　　　0．13
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「
新
聞
」
で
は
、
朝
日
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
○
・
六
〇
で
「
女
性
」
の
傾
向
が
強
く
、
毎
日
が
同
値
ー
○
・
二
九
で
「
男
性
」
「
女
性
・

男
性
」
、
読
売
が
ー
○
・
二
六
で
同
様
に
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
「
資
格
」
で
は
、
「
条
件
」
と
「
技
能
」
が
両
者
と
も
○
・
〇
三
で
「
女
性
」
、
「
言
及
な
し
」
は
i
O
・
〇
一
で
「
男
性
」
「
女
性
・

男
性
」
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　
「
年
齢
」
に
つ
い
て
は
、
「
～
5
4
歳
」
で
〇
二
六
、
「
～
34
歳
」
で
○
・
○
八
と
、
「
女
性
」
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
目
立
つ
の
は
「
不

問
」
で
、
1
0
・
二
七
と
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
に
比
べ
て
絶
対
値
が
高
く
、
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
「
～
7
4
歳

（
～
64
歳
含
む
）
」
で
ー
○
・
一
〇
、
「
～
4
4
歳
」
で
ー
○
・
〇
九
と
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
傾
向
が
若
干
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
男
性
」
と
「
女
性
・
男
性
」
を
分
け
る
第
二
軸
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
み
る
と
、
レ
ン
ジ
の
大
き
い
ア
イ
テ
ム
か
ら
順
に
、
「
職
種
」

一
・
七
四
、
「
学
歴
」
一
・
七
一
、
「
年
齢
」
一
・
五
二
、
「
給
与
形
態
」
一
・
三
四
、
「
資
格
」
一
・
二
〇
、
「
新
聞
」
○
・
五
三
と
な
っ

た
。　

数
量
化
H
類
の
結
果
、
募
集
性
別
を
規
定
す
る
様
ざ
ま
の
要
因
を
相
対
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
性
別
は
特
に
職
種
に
よ
っ

て
か
な
り
の
程
度
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
章
ま
で
行
っ
て
き
た
募
集
性
別
と
職
種
を
軸
に
し
た
ク
ロ
ス
集
計

に
よ
る
分
析
の
有
効
性
は
、
こ
こ
で
裏
打
ち
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
来
な
ら
こ
れ
ら
の
予
測
値
は
、
ゼ
ロ
に
近
く
予
測
で
き
な
い
ほ
ど
、
求
人
広
告
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
平
度
が
高

い
こ
と
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
、
こ
れ
ら
の
限
ら
れ
た
各
変
数
で
「
女
性
」
が
判
別
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
新
聞
求
人

広
告
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
が
根
強
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
数
量
化
m
類
の
結
果
に
み
る
募
集
条
件
同
士
の
関
連

　
（
1
）
　
求
人
広
告
の
背
後
に
あ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
／
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
軸
と
「
技
能
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
軸

　
前
節
の
数
量
化
1
1
類
は
目
的
変
数
（
先
の
場
合
は
募
集
性
別
）
を
立
て
、
そ
れ
に
対
し
て
説
明
変
数
（
先
の
場
合
は
募
集
職
種
や
給

与
形
態
な
ど
）
で
予
測
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
次
に
数
量
化
理
論
m
類
を
用
い
て
、
項
目
（
変
数
）
同
士
の
潜
在
的
な
構
造
を
探
っ
て

み
よ
う
。
数
量
化
皿
類
は
、
数
量
化
1
1
類
と
異
な
り
、
目
的
変
数
を
立
て
ず
に
新
聞
銘
柄
や
募
集
職
種
、
さ
ら
に
は
募
集
性
別
な
ど
カ

テ
ゴ
リ
ー
変
数
間
の
相
互
関
係
か
ら
潜
在
的
な
構
造
を
み
つ
け
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
募
集
性
別
も
他
の
変
数
と

同
列
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
先
の
手
法
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
探
索
的
な
方
法
の
た
め
、
計
算
上
あ
ら
わ
れ
た
要
因
（
軸
）

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
が
総
合
的
に
解
釈
し
、
命
名
す
る
と
い
う
手
続
を
と
る
こ
と
も
、
ま
た
大
き
な
違
い
と
い
え
る
。
こ
こ

で
は
、
前
章
ま
で
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
か
ら
有
効
な
変
数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
募
集
性
別
」
「
募
集
職
種
」
「
就
業
形
態
」
「
募
集
年

齢
」
「
新
聞
銘
柄
」
「
資
格
」
の
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
た
。

　
潜
在
要
因
は
、
そ
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
第
一
軸
、
第
二
軸
…
と
い
う
よ
う
に
抽
出
さ
れ
て
並
べ
ら
れ
る
。
要
因
の
影
響
力
の
強

さ
を
示
す
の
が
固
有
値
で
あ
り
、
固
有
値
の
大
き
い
軸
、
す
な
わ
ち
重
要
な
要
因
だ
け
を
意
味
の
あ
る
も
の
と
し
て
残
し
て
検
討
す
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
計
算
の
結
果
、
第
五
軸
ま
で
の
固
有
値
と
、
各
軸
の
相
対
的
な
貢
献
度
の
指
標
で
あ
る
寄
与
率
は
、
表
1
2
の
よ
う

に
な
っ
た
。
第
一
軸
の
固
有
値
は
○
・
四
二
で
、
第
二
軸
の
固
有
値
は
〇
二
三
、
以
下
○
・
二
程
度
と
な
り
、
逓
減
し
て
い
く
。

　
第
一
軸
と
第
二
軸
で
、
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
内
の
ア
イ
テ
ム
の
布
置
を
み
た
の
が
図
1
で
あ
る
。

　
図
の
右
側
に
は
「
派
遣
」
「
事
務
」
「
朝
日
」
「
～
34
歳
」
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
～
4
4
歳
」
な
ど
が
布
置
さ
れ
て
お
り
、
ゼ
ロ
の

軸
を
境
に
図
の
左
側
に
は
「
清
掃
・
警
備
」
「
～
74
歳
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
読
売
」
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
が
位
置
し
て



209新聞求人広告にみるジェンダーの現状（田中ほか）

　　　　　　　表12　数量化III類固有値と寄与率

寄与率

0．132

0．096

0．074

0．073

0。066

固有値

0．42

0．31

0．24

0．23

0．21

軸

－
　
n
乙
　
3
　
4
　
【
」

図1　数量化III類の結果
（第1象限）

黙i
事
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女
…
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　．批墾巌．

　　　O

　技能　　朝日
　　iO　　　　　oi

　　　　　～34歳：

　（第2象限）

　．．詔嫁＿．

清掃．魯備i導礫

　　O　　　　　　，．．販売．1サービス＿．
　　　　　　　　．．糎編

正規営業

QQ：
業形態i
醒一脳一峯

一
一
一
一
一

1．6

警準’

0．8　　　　1。2

　　　　　　　（第4象限

・
・
髄

鉱蝶
／！

　i　o聰　■　■　■　，

　　　o職努

0．4　　0

1．2

α8

　
艇
　
o
　
α
4

　＿1．2　　　　　　－0．8

　　　　（第3象限）

い
る
。
こ
の
分
布
を
解
釈
す
る
と
、

あ
る
種
の
職
業
階
層
や
新
聞
属
性
の

分
化
が
み
ら
れ
、
第
一
．
軸
は
「
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
／
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
の

軸
と
考
え
ら
れ
る
。

図
の
上
側
に
は
「
事
務
」
「
派
遣
」

「
女
性
」
「
～
74
歳
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
」
「
清
掃
・
警
備
」
な
ど
が
あ

り
、
ゼ
ロ
の
軸
を
境
に
図
の
下
側
に

は
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
専
門
ノ
ン

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
就
業
形
態
不
明
」
な

ど
が
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
さ
ほ
ど
専
門
性
を
要
さ
な
い

職
と
専
門
性
や
技
術
を
要
す
る
職
と

が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、
性
別
が
そ

こ
に
は
絡
み
合
っ
て
お
り
、
「
女
性
」

は
前
者
の
側
、
「
女
性
・
男
性
」
と
「
男

性
」
は
後
者
の
側
に
位
置
し
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
第
二
軸
は
「
技
能
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
軸
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
求
人
広
告
を
規
定
す
る
潜
在
的
な
要
因
と
し
て
、
ど
う
や
ら
階
層
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
二
つ
の
軸
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
2
）
　
求
人
広
告
の
五
パ
タ
ー
ン

　
右
に
み
た
第
一
軸
と
第
二
軸
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
ア
イ
テ
ム
の
グ
ル
ー
プ
化
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
肩
か
ら
順
に
第
一
か
ら
第
四
象
限
ま
で
の
四
つ
に
分
け
る
と
、
第
一
象
限
が
典
型
的
な
女
性
求
人
の
領
域
と
な
っ
て
お
り
、
「
事
務
」

「
派
遣
」
「
女
性
」
「
～
44
歳
」
「
朝
日
」
「
要
資
格
（
技
能
）
」
な
ど
が
ま
と
ま
り
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
～
34
歳
」
も
こ
の
ま
と
ま
り

の
仲
間
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
第
一
象
限
を
主
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
「
女
性
即
戦
力
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

求
人
雑
誌
で
い
え
ば
、
女
性
向
け
の
求
人
誌
で
派
遣
労
働
の
求
人
も
多
い
『
と
ら
ば
ー
ゆ
』
型
と
で
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
対
極

の
第
三
象
限
に
は
、
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
年
齢
記
載
な
し
」
「
女
性
・
男
性
」
ま
た
「
就
業
形
態
不
明
」
な
ど
が
位
置
し
、
ま
と
ま
り

を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
第
三
象
限
を
主
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
美
容
師
、
調
理
師
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

中
心
と
す
る
こ
と
か
ら
、
「
職
人
・
技
術
職
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
求
人
雑
誌
で
い
え
ば
、
『
G
A
T
N
（
ガ
テ
ン
）
』
型
で
あ

る
。

　
第
二
象
限
は
、
「
清
掃
・
警
備
」
「
～
74
歳
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
な
ど
が
目
立
ち
、
職
種
と
支
払
形
態
が
限
定
さ
れ
た
「
高
齢

者
臨
時
型
」
グ
ル
ー
プ
と
命
名
で
き
る
。
媒
体
で
い
う
と
東
京
都
の
職
業
安
定
部
職
業
課
が
中
高
年
向
き
に
月
二
回
位
発
行
し
、
公
共

職
業
安
定
所
に
提
供
し
て
い
る
雑
誌
『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
東
京
　
求
人
情
報
』
型
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
第
四
象
限
は
教
師
や
研
究
員
、

建
築
士
な
ど
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
条
件
（
経
験
者
）
」
を
ひ
と
か
た
ま
り
と
す
る
「
知
識
労
働
経
験
型
」
グ
ル
ー
プ
で
、
求

人
雑
誌
で
い
う
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
技
術
職
を
よ
く
募
集
し
て
い
る
『
B
e
i
n
9
』
型
に
あ
た
る
。
ま
た
、
軸
の
交
差
す
る
中
心



211新聞求人広告にみるジェンダーの現状（田中ほか）

に
近
い
位
置
に
布
置
す
る
ア
イ
テ
ム
群
は
、
さ
し
た
る
特
徴
も
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味
で
「
典
型
的
新
聞
求
人
広
告
」
グ
ル
ー
プ

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
新
聞
の
求
人
広
告
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
ら
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
図
を
み
る
と
、
「
男
性
」
と
「
女
性
・
男
性
」
は
、
第
三
象
限
の
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
先
に
行
っ
た
数
量

化
H
類
で
も
こ
の
二
つ
を
分
離
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
と
同
じ
く
、
「
男
性
」
と
「
女
性
・
男
性
」
と
は
類
似
し
た
性
質
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
分
析
で
も
、
た
と
え
ば
「
女
性
」
で
「
朝
日
」
「
事
務
」
「
派
遣
」
と
い
っ
た
よ
う
な
前
の
章
ま
で
の
ク
ロ
ス
集
計
と
同
様
の
傾
向

が
み
い
出
さ
れ
た
。
女
性
は
非
専
門
的
な
職
域
、
非
正
規
的
な
雇
用
で
求
人
さ
れ
が
ち
な
傾
向
も
、
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ク
ロ
ス
集
計
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
清
掃
・
警
備
」
「
～
7
4
歳
」
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
な
ど
の
項
目
が
近
く
に
マ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
こ
と
は
、
多
変
量
解
析
な
ら
で
は
の
新
し
い
発
見
と
い
え
よ
う
。

V

時
系
列
変
化
か
ら
み
た
求
人
広
告
内
容
の
推
移

　
　
　
一
　
減
少
傾
向
の
求
人
広
告

　
最
後
に
、
今
回
の
一
九
九
六
年
の
新
聞
求
人
広
告
調
査
結
果
を
、
こ
れ
ま
で
の
八
五
年
（
均
等
法
施
行
前
）
、
八
六
年
（
均
等
法
施
行

後
）
、
九
一
年
（
均
等
法
施
行
五
年
後
）
の
調
査
結
果
と
比
較
し
て
、
変
化
を
検
証
し
て
み
た
い
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
新
聞
の
求
人
広
告
は
掲
載
曜
日
が
決
ま
っ
て
い
た
り
、
「
新
卒
特
集
」
「
美
容
師
特
集
」
の
よ
う
な
特
集
が
不
定
期
に
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組
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
四
回
の
調
査
の
よ
う
に
、
一
〇
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
と
日
に
ち
を
固
定
す
る
の
で
は
な
く
、
曜
日
で

統
一
し
て
調
査
す
べ
き
だ
っ
た
と
の
反
省
が
残
る
。
し
か
し
、
八
五
年
は
火
・
水
・
木
曜
、
八
六
年
は
水
・
木
・
金
曜
、
九
一
年
は
火
・

水
・
木
曜
、
今
回
の
九
六
年
も
火
・
水
・
木
曜
日
と
、
曜
日
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
採
取
広
告
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
な
く
全

数
調
査
な
の
で
、
一
日
か
ら
三
日
に
固
定
化
し
た
こ
と
に
特
に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
総
求
人
件
数
が
、
八
五
年
四
〇
四
二
件
、
八
六
年
一
七
五
三
件
、
九
一
年
二
九
八
五
件
、
九
六
年
は
九
四
一
件
と
減
少
し
つ
つ
あ
る

こ
と
は
、
本
稿
冒
頭
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
バ
ブ
ル
経
済
」
の
バ
ブ
ル
期
と
崩
壊
期
に
重
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。
「
バ
ブ
ル
経
済
」
と
は
一
般
的
に
、
投
機
に
よ
る
過
度
の
値
上
が
り
期
待
と
そ
れ
に
伴
う
暴
落
し
た
経
済
状
態
の
こ
と
を
い
い
、

こ
の
場
合
は
一
九
八
五
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
お
よ
び
八
七
年
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
」
か
ら
「
バ
ブ
ル
」
が
始
ま
り
、
九
〇
年

の
円
・
債
券
・
株
の
「
ト
リ
プ
ル
安
」
で
「
バ
ブ
ル
」
が
「
崩
壊
」
し
た
の
ち
、
九
二
年
に
地
価
が
下
落
す
る
こ
ろ
ま
で
を
「
バ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

期
」
と
呼
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
連
の
本
調
査
の
場
合
も
、
八
五
年
は
三
紙
合
計
で
四
〇
〇
〇
件
も
あ
っ
た
求
人
広
告
が
、
バ
ブ
ル

崩
壊
に
伴
う
厳
し
い
雇
用
状
況
と
広
告
活
動
の
不
活
発
さ
に
よ
っ
て
、
目
に
見
え
て
減
少
し
て
い
る
。

　
な
お
、
前
回
九
一
年
ま
で
の
調
査
は
、
集
計
・
分
析
を
新
聞
銘
柄
別
に
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
三
紙
の
全
体
的
な
傾
向
を
知
る
た
め

に
銘
柄
別
の
分
析
は
一
部
を
除
い
て
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
給
与
金
額
を
除
い
て
、
前
回
ま
で
と
同
じ
く
新
聞
別
の
デ

ー
タ
に
よ
っ
て
経
年
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
　
募
集
性
別
と
職
種
の
時
系
列
比
較

　
ま
ず
募
集
性
別
に
つ
い
て
の
推
移
を
グ
ラ
フ
ー
8
の
「
全
体
」
で
み
る
と
、
朝
日
は
「
女
性
」
の
募
集
が
八
五
年
は
全
募
集
性
別
中
の

四
二
％
だ
っ
た
も
の
が
九
六
年
に
は
五
六
％
へ
、
毎
日
の
「
女
性
」
が
同
期
間
に
三
〇
％
か
ら
四
七
％
へ
、
読
売
の
「
女
性
」
が
二
二



213　新聞求人広告にみるジェンダーの現状（田中ほか）

読売新聞

グラフ18募集職業ごとにみた募集性別の推移

　　　　　　　　團女性　　圏男性　　團女性・男性

朝日新聞　　　　　　　　毎日新聞

事務

軸・薩

営業騒

欝、鍔i欝

専　門

清掃・警備

全体

0　20　40　60　80100％

盤
藤

輔　　　　事　　務
　
お
ほ
ロ
ロ
ロ

難
　
鞘

　
ス

　
．
ビ

　
売
一

　
販
サ

　
鍵

鍵
　
。

営業　

　　　体　　全講

0　20　40　60　80100％

士　　1986・醸灘 撚

　　1985、
専門1986

　　1996、1

　　　　　　　　　　1985

全　体1986
　　　　　　　　　1991

　　　　　　　　　1996

0　2040　60　80100％

％
か
ら
四
〇
％
へ
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　
逆
に
、
「
男
性
」
の
募
集
は
、
朝
日
は
八
五
年
に
は
三
五
％

だ
っ
た
も
の
が
九
一
年
に
は
七
％
へ
、
毎
日
は
同
期
間
に
三

七
％
か
ら
一
〇
％
へ
、
読
売
も
二
七
％
か
ら
一
六
％
へ
と
減

少
し
て
い
る
（
な
お
、
前
回
調
査
ま
で
の
職
種
分
類
に
お
い

て
は
、
「
専
門
職
」
を
二
つ
に
分
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
経

年
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
九
六
年
デ
ー
タ
の
「
専
門
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
と
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
を
合
算
し
て
「
専

門
職
」
と
し
た
）
。

　
こ
の
一
〇
年
間
で
、
求
人
広
告
に
お
け
る
募
集
性
別
は
、

大
体
の
流
れ
に
お
い
て
「
女
性
」
の
み
の
募
集
が
増
え
て
、

均
等
法
上
違
法
と
さ
れ
る
「
男
性
」
の
み
の
募
集
が
減
っ
て

き
た
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
朝
日
と
毎
日
で
は
性

別
を
限
ら
な
い
「
女
性
・
男
性
」
募
集
が
九
一
年
ま
で
増
加

傾
向
に
あ
り
、
九
六
年
は
前
回
調
査
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
読
売
の
「
女
性
・
男
性
」
募
集
は
五
割
前

後
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
、
九
六
年
は
こ
れ
ま
で
の
最
低
水
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準
で
あ
る
が
、
三
紙
全
体
を
通
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
総
体
と
し
て
「
女
性
」
「
女
性
・
男
性
」
募
集
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
九
九
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
均
等
法
に
よ
り
、
「
男
性
」
の
み
を
募
集
す
る
文
言
と
と
も
に
「
女
性
」
の
み
の
募
集
も
違
法
と
な
る

が
、
増
加
し
て
き
た
「
女
性
」
募
集
の
求
人
広
告
が
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
両
性
の

募
集
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
女
性
が
平
等
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
採
用
実
態
が
本
当
に
広
告
通
り
な
の

か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
職
種
ご
と
に
み
る
と
、
朝
日
で
は
「
女
性
」
の
「
事
務
職
」
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
「
清
掃
・
警
備
」
が
大
き
く
増
え
る
傾
向
が
み
ら

れ
、
「
女
性
・
男
性
」
で
は
「
営
業
」
と
「
専
門
職
」
で
求
人
が
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
。
毎
日
は
、
ひ
と
こ
ろ
減
っ
て
い
た

「
事
務
職
」
や
「
清
掃
・
警
備
」
で
朝
日
と
同
様
「
女
性
」
が
増
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
一
方
で
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
「
専
門
職
」
で

「
女
性
・
男
性
」
の
求
人
が
リ
ニ
ア
ー
に
増
え
て
い
る
。
読
売
に
つ
い
て
は
確
た
る
ト
レ
ン
ド
を
つ
か
み
に
く
い
が
、
「
事
務
職
」
で
「
女

性
」
募
集
が
減
る
傾
向
と
、
「
営
業
」
で
「
女
性
・
男
性
」
が
減
っ
て
、
か
わ
り
に
「
男
性
」
が
増
え
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。

三
　
就
業
形
態
の
時
系
列
比
較

　
次
に
、
グ
ラ
フ
ー
9
か
ら
就
業
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
朝
日
で
「
正
規
」
募
集
が
八
五
年
は
六
〇
％
だ
っ
た
も
の
が
九
六
年

は
三
四
％
に
、
毎
日
で
五
四
％
か
ら
二
二
％
に
、
読
売
で
八
二
％
か
ら
四
一
％
に
と
、
三
紙
と
も
「
正
規
」
が
最
も
多
か
っ
た
時
期
の

半
分
以
下
に
減
っ
て
お
り
、
逆
に
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
」
が
倍
増
し
四
～
五
割
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
一
〇

年
間
に
、
雇
用
者
側
は
、
正
社
員
を
採
用
す
る
広
告
か
ら
、
よ
り
人
材
流
動
的
で
賃
金
も
抑
え
ら
れ
る
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
採
用

す
る
広
告
を
出
稿
す
る
方
向
ヘ
シ
フ
ト
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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グラフ19募集性別ごとにみた募集形態の推移

　　　　團正規團パート・アルバイト・派遣團記載なし

読売新聞

轟翻5

騨8

覇顯

毎日新聞

灘

響

2
0
　
　
　
％

　
　
　
む

ま
　
　
ね
　
　

纂
欝
懸
－

顯
蓬

　
顯
欝

　
．
萎
0

　
繍
　
5

　
　
．
0

　
　
　
％

藝
藍
暴

　
垂

褒
蚕
譲

欝
　
難

　
霧

100

騰
5
。

　　　朝日新聞

0　　　50　　100％0

　
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
」
の
増
加
基
調
は
、
必
ず
し

も
「
女
性
」
募
集
だ
け
が
そ
の
数
値
を
押
し
上
げ
て
き
た
わ
け
で

は
な
い
。
毎
日
・
読
売
と
も
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
募
集
に
お

い
て
も
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
」
は
増
加
し
て
い
る
。

朝
日
は
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
に
つ
い
て
は
特
に
増
加
は
み
ら

れ
な
い
も
の
の
、
「
正
規
」
は
い
ず
れ
の
募
集
性
別
で
も
減
少
し
て

お
り
、
そ
の
か
わ
り
募
集
形
態
の
「
記
載
な
し
」
が
増
え
て
い
る
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
正
社
員
以
外
の
募
集
形

態
の
増
加
は
三
紙
の
全
募
集
性
別
を
通
じ
た
傾
向
と
な
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
九
六
年
も
そ
れ
以
前
も
、
そ
の
年
次
の

募
集
性
別
間
の
比
較
で
み
れ
ば
、
「
男
性
」
「
女
性
・
男
性
」
と
比

べ
て
、
「
女
性
」
募
集
で
お
お
む
ね
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
ま

た
就
業
の
継
続
の
上
か
ら
も
不
安
定
な
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
採

用
の
傾
向
が
や
や
強
い
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

四
　
募
集
年
齢
の
時
系
列
比
較

グ
ラ
フ
2
0
に
示
し
た
募
集
年
齢
か
ら
み
る
と
、
「
女
性
」
の
場
合
、

「
朝
日
」
に
お
い
て
「
～
4
4
歳
」
が
一
九
八
五
年
の
二
七
％
か
ら
九
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聞新売読

羅

グラフ20募集性別ごとにみた募集年齢の推移

　　　　　囲～34歳囲r）44歳皿～54歳ロ～74歳□不問團その他

朝日新聞　　　　　　　毎日新聞

　　　　　　　　　　　6．8　　生5　　127
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縣
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7

　
2

鑓
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一liiil

全羅
　　　　　　0

六
年
の
五
〇
％
へ
と
拡
大
し
、
そ
の
反
対
に
「
～
34
歳
」
が
同
年

間
に
二
五
％
か
ら
一
五
％
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
「
毎
日
」
も
ほ
ぼ

同
様
で
、
「
～
4
4
歳
」
が
八
五
年
か
ら
九
六
年
の
間
に
二
六
％
か
ら

三
六
％
へ
増
加
、
逆
に
「
～
34
歳
」
が
一
七
％
か
ら
八
％
に
減
少

し
て
い
る
。
読
売
は
「
～
34
歳
」
と
「
～
4
4
歳
」
で
そ
れ
ぞ
れ
調

査
期
間
中
に
二
一
％
か
ら
五
％
、
二
五
％
か
ら
二
二
％
へ
と
減
少

し
、
「
～
5
4
歳
」
が
二
二
％
か
ら
二
八
％
に
増
え
て
い
る
。
三
紙
と

も
年
齢
記
載
の
な
い
「
そ
の
他
」
が
減
少
し
て
お
り
、
「
～
4
4
歳
」

「
～
54
歳
」
の
中
年
層
を
中
心
に
増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
中
年
層
募
集
が
増
え
る
傾
向
は
「
女
性
・
男
性
」
募
集
に
も
み

ら
れ
る
が
、
「
男
性
」
の
場
合
に
は
少
し
様
相
が
異
な
り
、
三
紙
と

も
三
〇
代
か
ら
五
〇
代
ま
で
が
増
え
る
傾
向
は
特
に
み
と
め
ら
れ

な
い
。

　
平
均
年
齢
を
算
出
し
て
そ
の
ト
レ
ン
ド
を
追
っ
て
み
る
と
、
ほ

ぽ
ど
の
新
聞
お
よ
び
募
集
性
別
で
も
平
均
年
齢
の
上
昇
傾
向
が
見

出
さ
れ
る
。
特
に
、
「
毎
日
」
の
「
男
性
」
で
八
五
年
の
四
〇
・
四

歳
か
ら
九
六
年
五
〇
・
五
歳
へ
の
平
均
年
齢
の
上
昇
が
み
ら
れ
、

「
読
売
」
に
お
い
て
も
八
五
年
は
一
番
若
い
「
女
性
」
の
三
七
・
二
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歳
か
ら
「
女
性
・
男
性
」
の
四
〇
・
九
歳
に
か
け
て
の
募
集
年
齢
だ
っ
た
の
が
、
九
六
年
に
は
全
募
集
性
別
と
も
五
〇
歳
台
の
平
均
年

齢
と
な
る
な
ど
、
募
集
年
齢
の
中
年
化
が
目
立
つ
。
企
業
に
若
年
層
を
教
育
す
る
余
裕
が
な
く
な
り
、
即
戦
力
に
な
る
中
途
採
用
者
を

増
や
そ
う
と
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
よ
う
だ
。

　
　
　
五
　
記
載
給
与
の
時
系
列
比
較

　
最
後
に
、
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
固
定
給
の
三
紙
平
均
金
額
に
つ
い
て
、
一
九
八
五
年
、
八
六
年
、
九
六
年
の
結
果
を
比
較
し
て

み
た
い
。
九
一
年
の
給
与
デ
ー
タ
は
不
算
出
な
の
で
割
愛
す
る
。

　
表
1
3
の
「
全
体
」
（
平
均
）
を
み
る
と
、
「
女
性
」
は
八
五
年
一
三
万
円
、
八
六
年
一
五
万
円
、
九
六
年
二
二
万
円
と
推
移
、
「
男
性
」

は
同
期
間
に
一
九
万
円
、
二
〇
万
円
、
二
七
万
円
へ
、
「
女
性
・
男
性
」
は
一
三
万
円
、
一
八
万
円
、
三
二
万
円
へ
と
、
い
ず
れ
の
募
集

性
別
と
も
記
載
給
与
（
固
定
給
金
額
）
は
伸
長
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
も
と
も
と
募
集
性
別
に
よ
っ
て
給
与
格
差
が
あ
り
、
そ
の
格
差
が
そ
れ
ほ
ど
縮
ま
っ
て
い
な
い
点
を
、
ま
ず
指
摘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
表
1
3
最
下
段
の
「
全
体
」
の
箇
所
で
「
女
性
募
集
」
と
「
男
性
募
集
」
の
給
与
格
差
（
「
女
男
格
差
」
）
を
み
る
と
、
八
五
年
に
は
五

八
一
六
二
円
の
違
い
で
、
「
女
性
」
が
「
男
性
」
を
下
回
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
八
六
年
は
五
三
五
一
一
円
、
九
六
年
は
五
二
七
一
八
円

と
差
額
が
縮
ま
る
傾
向
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
女
性
と
男
性
の
格
差
は
存
在
す
る
。
「
女
性
」
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
で
あ
ら

わ
す
と
、
「
男
性
」
は
一
四
三
・
六
、
二
二
五
・
七
、
一
二
四
・
○
へ
と
、
女
性
の
一
・
四
倍
の
給
与
だ
っ
た
も
の
が
丁
二
倍
に
下
が

っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
「
女
性
・
男
性
」
募
集
に
お
け
る
給
与
額
は
、
全
調
査
年
の
結
果
が
一
律
で
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
「
男
性
」
と
「
女

性
」
の
賃
金
の
中
間
に
位
置
づ
い
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
九
六
年
の
「
女
性
・
男
性
」
の
平
均
三
二
万
円
と
い
う
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単位：円

　　　　男性指数
　　　（女性二100）

1985　　1986　　1996

143．2　　152．9　　140．4

128．2　134．2　119．9

151．1　123．1　　85．7

119．2　　119．8　136．0

138．4　　130．5　　123．9

　　　　　女男格差
　　　　　（女）一（男）

　1985　　　1986　　　1996

△59，640．0△71，963．0△80，411。8

△42，018．0△53，606．0△48，210．2

△70，235．0△36，607．0　38，966．1

△30，944．0△34，639．0△90，686．2

△44．204。0　　△37．865．0　　△42，484．6

143．6　　135．7　　124．0△58．162．0　　△53．511．0　　△52，717．5

額
だ
け
は
、
他
の
募
集
性
別
よ
り
か
な
り
高
く
な
っ
た
。

　
職
種
ご
と
に
は
、
さ
ら
に
性
別
に
よ
る
格
差
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
事
務
職
と

専
門
職
で
の
落
差
が
大
き
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
全
て
の
職
種
で
「
女
性
」
の
給
与
は
「
男
性
」
の
給
与

を
下
回
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
で
も
「
営
業
職
」
を
除
く
職
種
で
同
様
の
結
果

と
な
り
、
女
性
は
常
時
男
性
よ
り
も
給
与
が
低
額
で
あ
る
と
い
う
構
造
を
裏
打
ち
し

て
い
る
。
先
に
も
分
析
し
た
よ
う
に
九
六
年
の
女
男
の
給
与
格
差
は
、
最
低
の
「
清

掃
・
警
備
」
に
お
け
る
四
二
四
八
五
円
か
ら
、
最
高
の
「
専
門
職
」
に
お
け
る
九
〇

六
八
六
円
ま
で
広
い
職
種
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
。

　
「
女
性
」
と
「
男
性
」
の
給
与
格
差
が
八
五
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
拡
が
っ
た

職
種
を
拾
っ
て
み
る
と
、
「
専
門
職
」
が
こ
の
間
に
三
〇
九
四
四
円
の
格
差
か
ら
九
〇

六
八
六
円
へ
と
大
き
く
拡
が
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
事
務
職
」
で
五
九
六
四
〇

円
の
差
が
八
〇
四
一
二
円
へ
と
さ
ら
に
拡
が
っ
た
の
が
目
立
つ
。
と
く
に
「
専
門
職
」

で
は
同
期
間
に
女
男
格
差
が
二
・
六
倍
に
も
な
っ
て
お
り
、
職
種
に
よ
る
差
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
表
右
端
の
「
女
性
」
の
固
定
給
を
一
〇
〇
と
し
た
時
の
「
男

性
」
の
指
数
か
ら
、
指
数
値
が
縮
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
が
「
営
業
」
「
清
掃
・
警

備
」
で
、
拡
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
が
「
専
門
職
」
で
あ
る
。
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表13記載固定給額の経年比較

女性・男性募集男性募集女性募集

　1985　　　　1986　　　　1996

149，390161，294269，000

156，755173，522245，000

185，872210，345308，935

126，235175，753370，441

164．375　160．000　308．333

　1985　　　　1986　　　　1996

197，676208，000279，412

190，874210，351290，938

207，609195，334233，478

192，495209，425342，353

159．337　162．150　220．385

　1985　　　　1986　　　　1996

138，036136，037199，000

148，856156，745242，727

137，374158，727272，444

161，551174，786251，667

115．133　124．285　177．900

133，451181，417320，295

　　（465）　（308）　（157）

191，612203，401272，791

　　（647）　（222）　（86）

133，450149，890220，073

　　（396）　（201）　（82）

事務職

販売・
サービス職

営業職

専門職

清掃・警備
・軽作業

全　体

（件　数）

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
全
国
紙
三
紙
に
お
け
る

求
人
広
告
を
全
数
調
査
し
、
そ
の
求
人
内
容
の
量
的
傾
向
を
み
て
き
た
。
ま
た
併
せ

て
過
去
に
行
っ
て
き
た
調
査
結
果
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

　
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
、
施
行
さ
れ
て
一
〇
年
経
っ
た
雇
用
機
会

均
等
法
の
下
に
あ
っ
て
も
「
男
性
」
だ
け
を
求
人
す
る
違
反
広
告
の
存
在
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
は
、
「
事
業
主
は
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ

い
て
、
女
性
に
対
し
て
男
子
と
均
等
な
機
会
を
与
え
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
、
「
募
集
又
は
採
用
に
当
た
っ
て
、
募
集
・
採
用
区
分
（
労
働
者
を
募
集

し
、
又
は
採
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
職
種
、
資
格
、
雇
用
形
態
、
就
業
形
態
等
の
区

分
を
い
う
）
ご
と
に
、
女
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
募
集
又
は
採
用
の
対
象
か

ら
女
子
を
排
除
し
な
い
こ
と
」
を
定
め
、
た
と
え
ば
コ
定
の
職
種
に
つ
い
て
募
集

又
は
採
用
の
対
象
を
男
子
の
み
と
す
る
こ
と
」
は
女
性
の
排
除
の
例
に
あ
た
る
と
し

て
い
る
。
日
本
新
聞
協
会
が
定
め
た
「
新
聞
広
告
倫
理
綱
領
」
は
そ
の
一
項
で
、
「
新

聞
広
告
は
、
関
係
諸
法
規
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
男
性
」
だ
け
を
求
人
す
る
「
関
係
諸
法
規
に
違
反
」
し
て



國學院法學第36巻第3号（1998）220

い
る
広
告
を
今
も
っ
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ク
ロ
ス
集
計
か
ら
、
職
種
ご
と
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
偏
り
、
就
業
形
態
ご
と
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
偏
り
を
中
心
に
、
募
集
性
別
に

よ
る
特
性
が
見
出
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
職
種
別
に
は
、
「
女
性
」
募
集
は
「
事
務
」
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
男
性
」
は
「
清
掃
・
警
備
」

「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
女
性
・
男
性
」
は
「
清
掃
・
警
備
」
「
専
門
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
専
門
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
よ
う
に
、
か
な

り
は
っ
き
り
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
編
制
が
み
ら
れ
た
。
就
業
形
態
別
に
は
、
「
女
性
」
募
集
で
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
派
遣
」
が
多

く
、
「
男
性
」
で
は
「
正
規
」
お
よ
び
「
就
業
形
態
不
明
」
が
、
ま
た
「
女
性
・
男
性
」
で
は
「
正
規
」
が
多
か
っ
た
。
新
聞
の
求
人
広

告
に
も
、
女
性
の
雇
用
の
現
状
が
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同
様
に
、
募
集
年
齢
は
「
女
性
」
の
方
が
や
や
若
め
に
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
給
与
形
態
は
「
女
性
」
が
他
の
募
集
性
別
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
「
時
間
給
」
が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
給
与
金
額
は
大
抵
の

職
種
で
「
女
性
」
が
最
も
低
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
多
変
量
解
析
を
行
っ
た
結
果
か
ら
も
、
興
味
深
い
知
見
が
見
出
さ
れ
た
。
数
量
化
理
論
1
1
類
の
結
果
か
ら
は
、
広
告
に
お
け
る
「
女

性
」
の
求
人
は
、
「
職
種
」
や
「
給
与
形
態
」
「
学
歴
」
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
他
の
募
集
性
別
よ
り
も
規
定
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
な

か
で
も
特
に
「
職
種
」
が
そ
の
規
定
要
因
と
し
て
大
き
く
効
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
事
務
」
で
「
時
間
給
」
で
「
高

卒
上
」
で
あ
れ
ば
、
そ
の
求
人
は
「
女
性
」
で
あ
る
確
率
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
雇
用
の
機
会
が
均
等
で
、
職
種
や

就
業
パ
タ
ー
ン
が
流
動
化
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
事
態
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
数
量
化
理
論
皿
類
の
結
果
か
ら
は
、
求
人
広
告
の
潜
在
的
な
構
造
と
し
て
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
／
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
」
軸
と
「
技
能
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
軸
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
両
軸
が
つ
く
る
四
象
限
に
布
置
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
典
型
的
な
女
性
の
求
人
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
「
女
性
即
戦
力
型
」
、
清
掃
職
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
高
齢
者
か
ら
な
る

「
高
齢
者
臨
時
型
」
、
専
門
職
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
が
中
心
の
「
職
人
・
技
術
職
型
」
、
研
究
員
や
教
師
な
ど
専
門
職
の
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
系
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が
中
心
の
「
知
識
労
働
経
験
型
」
、
そ
れ
に
軸
の
交
差
す
る
あ
た
り
に
残
り
の
ア
イ
テ
ム
が
布
置
す
る
「
典
型
的
新
聞
求
人
広
告
」
グ
ル

ー
プ
の
五
つ
が
み
い
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
八
五
年
、
八
六
年
、
九
一
年
と
の
時
系
列
比
較
の
結
果
か
ら
は
、
お
お
む
ね
「
女
性
」
募
集
と
「
女
性
・
男
性
」
募
集
が

増
加
し
、
「
男
性
」
募
集
が
均
等
法
の
影
響
も
あ
っ
て
か
減
少
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
た
。
職
種
別
に
は
一
様
な
傾
向
は
読
み
取
れ
な
か

っ
た
が
、
就
業
形
態
は
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
は
も
と
も
と
「
女
性
」

に
多
い
就
業
形
態
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
性
別
で
増
加
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
募
集
年
齢
の
平
均
値
の
ト
レ
ン
ド
を
追
っ
て
み
る
と
、

ど
の
募
集
性
別
で
も
加
齢
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
若
い
労
働
力
よ
り
も
即
戦
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
記
載
給

与
の
平
均
値
も
上
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
女
性
と
男
性
の
格
差
は
そ
れ
程
縮
ま
っ
て
い
な
い
。
全
般
的
に
み
て
求
人
広
告
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
な
方
向
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
て
き
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
が
、
経
済
が
厳
し
く
な
る
と
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
と
す
る
不
安
定
な
雇
用
に
ま
ず
女
性
が
追
い
や
ら
れ
て
ゆ
く
実
態
が
み
え
る
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
の
信
頼
性
と
日
常
性
、
ま
た
求
人
広
告
に
典
型
的
な
よ
う
に
そ
の
実
用
性
ゆ
え
に
、
働
き

た
が
っ
て
い
る
女
性
（
し
か
も
そ
う
し
た
女
性
が
増
え
る
趨
勢
に
あ
る
）
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
社
会
的
使
命
が
あ
る
。
厳
し
い
経

済
状
況
と
雇
用
環
境
と
い
う
要
因
に
よ
り
求
人
社
自
体
が
増
え
る
見
込
み
は
薄
く
、
そ
の
た
め
新
聞
が
求
人
件
数
全
体
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
均
等
法
に
違
反
す
る
よ
う
な
求
人
に
対
し
て
は
、
媒
体
責
任
者
と
し
て
広
告
主
側
に
改

善
を
求
め
、
大
切
な
読
者
で
あ
る
女
性
の
働
く
権
利
を
守
る
こ
と
は
最
低
限
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
研
究
は
い
ま
ま
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
な
い
新
聞
求
人
広
告
の
量
的
な
実
証
研
究

で
あ
り
、
継
続
調
査
も
行
っ
て
き
た
た
め
に
か
な
り
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
今
回
か
ら
は
、
数
量
化
理
論
に
よ
る

分
析
も
加
わ
っ
た
。
今
後
、
九
九
年
か
ら
新
た
に
施
行
さ
れ
る
改
正
均
等
法
の
下
で
の
求
人
広
告
の
分
析
も
、
是
非
行
っ
て
み
た
い
。
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同
時
に
、
求
人
社
や
広
告
掲
載
を
し
て
い
る
新
聞
の
広
告
担
当
に
、
広
告
掲
載
の
実
情
や
均
等
法
の
遵
守
に
関
す
る
考
え
を
聞
く
な
ど

の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
一
層
進
め
た
い
。
さ
ら
に
、
女
性
の
読
者
の
求
人
広
告
に
対
す
る
反
応
や
利
用
、
同
じ
広
告
へ
の
女
性
の
応
募

者
と
男
性
の
応
募
者
に
対
し
て
、
求
人
社
の
対
応
が
違
う
か
ど
う
か
の
ケ
ー
ス
研
究
、
ま
た
新
聞
以
外
の
求
人
媒
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
か
ら
の
研
究
な
ど
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
さ
ら
に
発
展
的
に
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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。
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4
）
　
同
右
書
、
九
～
一
〇
頁
。

（
5
）
　
日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
新
聞
広
告
デ
ー
タ
　
私
た
ち
は
こ
う
考
え
ま
す
。
』
日
本
新
聞
協
会
、

　
数
量
化
理
論
－
類
を
使
っ
た
広
告
注
目
率
予
測
。

11109876　
っ
た
案
内
広
告
の
う
ち
、

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

一
九
九
七
年
の
男
性
の
完
全
失
業
率
は
、
女
性

一
九
九
三
年
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、
朝
日
新
聞
の

日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
「
女
の
時
代
」
の
主
役
た
ち
』
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
九
二
年
。

日
本
婦
人
団
体
連
合
会
編
『
婦
人
白
書
1
9
9
8
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
九
八
年
、
二
七
八
頁
。

労
働
省
編
、
前
掲
書
、
三
六
〇
頁
を
参
照
し
た
。

同
右
書
、
一
〇
四
頁
の
記
述
よ
り
。

電
通
『
広
告
年
鑑
9
7
／
9
8
』
一
九
九
七
年
、
四
八
頁
。
以
下
の
求
人
広
告
量
、
広
告
費
な
ど
の
デ
ー
タ
も
全
て
同
書
に
よ
る
。

「
案
内
・
そ
の
他
」
の
う
ち
、
ど
れ
ぐ
ら
い
が
求
人
広
告
な
の
か
を
、
試
み
に
九
六
年
一
〇
月
一
日
の
朝
日
朝
刊
で
み
て
み
た
と
こ
ろ
、
三
五
段
分
あ

　
　
　
　
　
　
　
七
割
弱
の
壬
二
段
分
が
求
人
広
告
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
動
向
は
、
岡
村
清
子
・
亀
田
温
子
編
『
入
門
　
職
業
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
八
年
、
五
四
～
五
八
頁
を
参
照
し
た
。

労
働
省
、
前
掲
書
、
一
六
五
頁
。

岡
村
・
亀
田
、
前
掲
書
、
五
二
頁
。
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（
1
5
）
　
労
働
省
、
前
掲
、
一
六
六
頁
。

（
1
6
）
　
同
右
書
、
一
七
七
頁
。

（
1
7
）
　
同
右
書
、
一
七
七
頁
。

（
1
8
）
　
同
右
書
、
一
七
八
頁
。

（
1
9
）
　
文
部
省
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
九
六
年
の
大
学
・
短
期
大
学
進
学
率
は
、
女
性
四
六
・
○
％
、
男
性
一
三
・
八
％
。
女
性
の
進
学
者
の
う

　
ち
、
い
ま
ま
で
は
短
大
進
学
者
数
が
四
年
制
大
学
進
学
者
の
数
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
九
六
年
に
は
四
年
制
大
学
進
学
者
の
方
が
短
大
の
そ
れ
を
上
回
る

　
よ
う
に
な
っ
た
。

（
2
0
）
　
本
稿
で
は
「
バ
ブ
ル
」
や
「
バ
ブ
ル
期
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
牧
厚
志
『
日
本
人
の
消
費
行
動
』
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
八
年
、
一
一
七
～
二

　
九
頁
ま
で
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

　
＊
共
同
執
筆
者

　
田
中
和
子
（
国
学
院
大
学
法
学
部
教
員
）
、
岡
野
雅
雄
（
文
教
大
学
情
報
学
部
教
員
）
、
諸
橋
泰
樹
（
尚
美
学
園
短
期
大
学
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
教
員
）

＊
＊
本
調
査
に
お
け
る
広
告
カ
ウ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
は
、
小
柳
圭
子
さ
ん
、
森
さ
や
か
さ
ん
、
加
藤
恵
里
さ
ん
の
助
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。


